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芸術文化観光専門職大学 学校推薦型選抜概要・実績・今年度予定 

 

 

１ 学校推薦型制度概要 

・11月出願の公募制学校推薦型選抜を実施している。 

・兵庫県但馬地域初の４年制大学として但馬地域をはじめ、より多くの兵庫県内高等

学校に通う生徒の確保を目指しているため、但馬地域内高等学校（３名）、但馬地域

外の県内高等学校（２名）、県外高等学校（１名）と推薦人数を地域別に上限を分け

て実施している。 

 

 

２ 令和８年度入学 学校推薦型選抜実施結果 

・全選抜に占める学校推薦型選抜の入試実績は下表のとおり。  

・３１都道府県の高等学校から志願があり、幅広い地域から志願者を集めている。 

  

【令和８年度入学】 

 

 

・下表のとおり、兵庫県外高等学校からの志願が多く、志願者は全体の約８２％、入

学者は全体の約８８％を占めている。 

 

 

【令和７年度入学】 

 

 

 

入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
全入学者に

占める割合

学校推薦型選抜 30 78 78 33 33 38.8%

総合型選抜 30 93 89 31 31 36.5%

一般選抜 20 73 67 25 21 24.7%

合計 80 244 234 89 85 100.0%

志願者数 割合 入学者数 割合

総数 78 100.0% 33 100.0%

兵庫県外 64 82.1% 29 87.9%

兵庫県 14 17.9% 4 12.1%

入学定員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数
全入学者に

占める割合

学校推薦型選抜 20 71 71 24 24 27.6%

総合型選抜 20 96 95 24 22 25.3%

一般選抜（A日程・B日程） 40 143 135 50 41 47.1%

合計 80 310 301 98 87 100.0%

資料１ 
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３ 令和９年度入学 学校推薦型選抜実施方法 

(１)募集要項の公開(11月出願) 

・８月下旬頃を予定。 

(２)出願手続(11月出願) 

・WEBでの出願を 11月２日(月)から開始。 

 

 

 

 

 

(３)過去問題の公開 

・学校推薦型選抜問題を本学 HPにて公開。過去問の演習に活用されたい。 

 

〇過去の入試問題等：https://www.at-hyogo.jp/admission/result/ 

選抜 
募集要項 

公開時期 
出願期間 

学校推薦型選抜 ８月下旬 
2026(令和８)年11月２日(月)～ 

2026(令和８)年11月９日(月) 

2



 

１ 

 

2026年度（令和８年度）入学者選抜の実施状況について 

 

１．2026年度（令和８年度）入学者選抜実施結果                                         

（単位：人） 

入試 
区分 

募集 
定員 
(a) 

志願者数 
受験
者数 
(c) 

合格者数 
志願 
倍率 
(b)/(a) 

合格 
倍率 
(c)/(d) 

男
子 

女
子 

県
内 

県
外 

計 
(b) 

男
子 

女
子 

県
内 

県
外 

計 
(d) 

学校推薦型 
選 抜 30 

8 
(10.3%) 

70 
(89.7%) 

14 
(17.9%) 

64 
(82.1%) 

78 
(100%) 

78 
0 

(0%) 
33 

(100%) 
4 

(12.1%) 
29 

(87.9%) 
33 

(100%) 
2.6 倍 2.4 倍 

総合型 
選 抜 30 

22 
(23.7%) 

71 
(76.3%) 

21 
(22.6%) 

72 
(77.4%) 

93 
(100%) 

89 
5 

(16.1%) 
26 

(83.9%) 
8 

(25.8%) 
23 

(74.2%) 
31 

(100%) 
3.1 倍 2.9 倍 

一般選抜 20 
21 

(28.8%) 
52 

(71.2%) 
17 

(23.3%) 
56 

(76.7%) 
73 

(100%) 
67 

7 
(28.0%) 

18 
(72.0%) 

3 
(12.0%) 

22 
(88.0%) 

25 
(100%) 

3.7 倍 2.7 倍 

全日程合計 80 
51 

(20.9%) 
193 

(79.1%) 
52 

(21.3%) 
192 

(78.7%) 
244 

(100%) 
234 

12 
(13.5%) 

77 
(86.5%) 

15 
(16.9%) 

74 
(83.1%) 

89 
(100%) 

3.1 倍 2.6 倍 

 
 

入試 
区分 

入学手続者数 

性別 出身 計 
〔歩留率〕 男子 女子 県内 県外 

学校推薦型 
選 抜 

0 
(0%) 

33 
(100%) 

4 
(12.1%) 

29 
(87.9%) 

33 
(100%) 

総合型 
選 抜 

5 
(16.1%) 

26 
(83.9%) 

8 
(25.8%) 

23 
(74.2%) 

31 
(100%) 

一般選抜 
6 

(27.3%) 
16 

(72.7%) 
3 

(13.6%) 
19 

(86.4%) 

22 
(88.0%) 

※ 

全日程合計 
11 

(12.8%) 
75 

(87.2%) 
15 

(17.4%) 
71 

(82.6%) 
86 

(96.6%) 

※ １名は入学手続き後に辞退。 
 
【男女比率（全日程合計）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料２ 

男子 12.8%

女子 87.2%
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【地域別志願者数】                                                    （単位：人） 

入試 
区分 

北海道・東北 関東・甲信越 東海・北陸 関西 
 

中国・四国 九州・沖縄 その他 計 うち兵庫県 

学校推薦型 
選 抜 

8 

(10.3%) 

7 

(9.0%) 

7 

(9.0%) 

21 

(26.9%) 

14 

(17.9%) 

21 

(26.9%) 

14 

(17.9%) 

0 

(0%) 

78 

(100%) 

総合型 
選 抜 

5 

(5.4%) 

10 

(10.8%) 

16 

(17.2%) 

32 

(34.4%) 

21 

(22.6%) 

21 

(22.6%) 

9 

(9.7%) 

0 

(0%) 

93 

(100%) 

一般選抜 
5 

(6.8%) 

5 

(6.8%) 

12 

(16.4%) 

36 

(49.3%) 

17 

(23.3%) 

9 

(12.3%) 

6 

(8.2%) 

0 

(0%) 

73 

(100%) 

全日程合計 
18 

(7.4%) 

22 

(9.0%) 

35 

(14.3%) 

89 

(36.5%) 

52 

(21.3%) 

51 

(20.9%) 

29 

(11.9%) 

0 

(0%) 

244 

(100%) 
 
【地域別合格者数】                                               （単位：人） 

入試 
区分 

北海道・東北 関東・甲信越 東海・北陸 関西 
 

中国・四国 九州・沖縄 その他 計 うち兵庫県 

学校推薦型 
選 抜 

4 

(12.1%) 

4 

(12.1%) 

2 

(6.1%) 

8 

(24.2%) 

4 

(12.1%) 

6 

(18.2%) 

9 

(27.3%) 

0 

(0%) 

33 

(100%) 

総合型 
選 抜 

2 

(6.5%) 

2 

(6.5%) 

8 

(25.8%) 

9 

(29.0%) 

8 

(25.8%) 

7 

(22.6%) 

3 

(9.7%) 

0 

(0%) 

31 

(100%) 

一般選抜 
0 

(0%) 

3 

(12.0%) 

8 

(32.0%) 

8 

(32.0%) 

3 

(12.0%) 

2 

(8.0%) 

4 

(16.0%) 

0 

(0%) 

25 

(100%) 

全日程合計 
6 

(6.7%) 

9 

(10.1%) 

18 

(20.2%) 

25 

(28.1%) 

15 

(16.9%) 

15 

(16.9%) 

16 

(18.0%) 

0 

(0%) 

89 

(100%) 
 
【地域別入学者数】                                                    （単位：人） 

入試 
区分 

北海道・東北 関東・甲信越 東海・北陸 関西 
 

中国・四国 九州・沖縄 その他 計 うち兵庫県 

学校推薦型 
選 抜 

4 

(12.1%) 

4 

(12.1%) 

2 

(6.1%) 

8 

(24.2%) 

4 

(12.1%) 

6 

(18.2%) 

9 

(27.3%) 

0 

(0%) 

33 

(100%) 

総合型 
選 抜 

2 

(6.5%) 

2 

(6.5%) 

8 

(25.8%) 

9 

(29.0%) 

8 

(25.8%) 

7 

(22.6%) 

3 

(9.7%) 

0 

(0%) 

31 

(100%) 

一般選抜 
0 

(0%) 

3 

(14.3%) 

7 

(33.3%) 

8 

(38.1%) 

3 

(14.3%) 

2 

(9.5%) 

1 

(4.8%) 

0 

(0%) 

21 

(100%) 

全日程合計 
6 

(7.1%) 

9 

(10.6%) 

17 

(20.0%) 

25 

(29.4%) 

15 

(17.6%) 

15 

(17.6%) 

13 

(15.3%) 

0 

(0%) 

85 

(100%) 
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 【地域別入学者比率（全日程合計）】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．2026年度（令和８年度）入学者選抜 合格者平均点・最高点・最低点(一般選抜) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※受験者数は、２次試験の受験者数です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

兵庫県

17.6%

関西（兵庫県除く）

11.8%

中国・四国

17.6%

九州・沖縄

15.3%

東海・北陸

20.0%

関東・甲信越

10.6%

北海道・東北

7.1%

平均 最高 最低
小
計

国
語

英
語

地
理
歴
史
・

公
民

、
数
学

小
論
文

集
団
面
接

396.0 459.7 353.5 300 100 150 50 ― ―

66.0% 76.6% 58.9% 300 ― ― ― 200 100

2.725600 20 67
芸術文化・観光学部
芸術文化・観光学科

学部・学科等

   上段：合格者得点(点)
   下段：合格者得点率(％)

満
 

点

　　　　　上段：大学入学共通テストの配点(点)
　　　　　下段：個別学力検査等の配点(点) 定

員

(

人

)

受
験
者
数

(

人

)

合
格
者
数

(

人

)

合
格
倍
率
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３．2025年度（令和７年度）入学者選抜実施結果                     （単位：人） 

入試 
区分 

募集 
定員 
(a) 

志願者数 受験
者数 
(c) 

合格者数 志願 
倍率 
(b)/(a) 

合格 
倍率 
(c)/(d) 

男
子 

女
子 

県
内 

県
外 

計 
(b) 

男
子 

女
子 

県
内 

県
外 

計 
(d) 

学校推薦型 
選 抜 20 

14 
(19.7%) 

57 
(80.3%) 

19 
(26.8%) 

52 
(73.2%) 

71 
(100%) 

71 
3 

(12.5%) 
21 

(87.5%) 
3 

(12.5%) 
21 

(87.5%) 
24 

(100%) 3.6 倍 3.0 倍 

総合型 
選 抜 20 

20 
(20.8%) 

76 
(79.2%) 

25 
(26.0%) 

71 
(74.0%) 

96 
(100%) 

95 
5 

(20.8%) 
19 

(79.2%) 
6 

(25.0%) 
18 

(75.0%) 
24 

(100%) 4.8 倍 4.0 倍 

一般選抜 
Ａ日程 35 

16 
(16.5%) 

81 
(83.5%) 

22 
(22.7%) 

75 
(77.3%) 

97 
(100%) 

95 
7 

(15.6%) 
38 

(84.4%) 
10 

(22.2%) 
35 

(77.8%) 
45 

(100%) 2.8 倍 2.1 倍 

一般選抜 
Ｂ日程 5 

9 
(19.6%) 

37 
(80.4%) 

13 
(28.3%) 

33 
(71.7%) 

46 
(100%) 

40 
0 

(0%) 
5 

(100%) 
0 

(0%) 
5 

(100%) 
5 

(100%) 9.2 倍 8.0倍 

全日程合計 80 
59 

(19.0%) 
251 

(81.0%) 
79 

(25.5%) 
231 

(74.5%) 
310 

(100%) 
301 

15 
(15.3%) 

83 
(84.7%) 

19 
(19.4%) 

79 
(80.6%) 

98 
(100%) 

3.9 倍 3.1倍 

 

４．2024年度（令和６年度）入学者選抜実施結果                     （単位：人） 

入試 
区分 

募集 
定員 
(a) 

志願者数 受験
者数 
(c) 

合格者数 志願 
倍率 
(b)/(a) 

合格 
倍率 
(c)/(d) 

男
子 

女
子 

県
内 

県
外 

計 
(b) 

男
子 

女
子 

県
内 

県
外 

計 
(d) 

学校推薦型 
選 抜 20 

14 
(21.9%) 

50 
(78.1%) 

15 
(23.4%) 

49 
(76.6%) 

64 
(100%) 

64 
5 

(20.8%) 
19 

(79.2%) 
6 

(25.0%) 
18 

(75.0%) 
24 

(100%) 3.2 倍 2.7 倍 

総合型 
選 抜 20 

21 
(23.1%) 

70 
(76.9%) 

21 
(23.1%) 

70 
(76.9%) 

91 
(100%) 

89 
3 

(13.0%) 
20 

(87.0%) 
4 

(17.4%) 
19 

(82.6%) 
23 

(100%) 4.6 倍 3.9 倍 

一般選抜 
Ａ日程 35 

24 
(27.6%) 

63 
(72.4%) 

18 
(20.7%) 

69 
(79.3%) 

87 
(100%) 

85 
7 

(17.9%) 
32 

(82.1%) 
8 

(20.5%) 
31 

(79.5%) 
39 

(100%) 2.5 倍 2.2 倍 

一般選抜 
Ｂ日程 5 

12 
(40.0%) 

18 
(60.0%) 

11 
(36.7%) 

19 
(63.3%) 

30 
(100%) 

30 
2 

(16.7%) 
10 

(83.3%) 
5 

(41.7%) 
7 

(58.3%) 
12 

(100%) 6.0 倍 2.5倍 

全日程合計 80 
71 

(26.1%) 
201 

(73.9%) 
65 

(23.9%) 
207 

(76.1%) 
272 

(100%) 
268 

17 
(17.3%) 

81 
(82.7%) 

23 
(23.5%) 

75 
(76.5%) 

98 
(100%) 

3.4 倍 2.7倍 

 

５．2023年度（令和５年度）入学者選抜実施結果                     （単位：人） 

入試 
区分 

募集 
定員 
(a) 

志願者数 受験
者数 
(c) 

合格者数 志願 
倍率 
(b)/(a) 

合格 
倍率 
(c)/(d) 

男
子 

女
子 

県
内 

県
外 

計 
(b) 

男
子 

女
子 

県
内 

県
外 

計 
(d) 

学校推薦型 
選 抜 20 

11 
(13.3%) 

72 
(86.7%) 

11 
(13.3%) 

72 
(86.7%) 

83 
(100%) 

83 
3 

(12.5%) 
21 

(87.5%) 
4 

(16.7%) 
20 

(83.3%) 
24 

(100%) 4.2 倍 3.4 倍 

総合型 
選 抜 20 

31 
(24.2%) 

97 
(75.8%) 

14 
(10.9%) 

114 
(89.1%) 

128 
(100%) 

122 
※ 

6 
(23.0%) 

20 
(77.0%) 

3 
(12.0%) 

23 
(88.0%) 

26 
(100%) 6.4 倍 4.7 倍 

一般選抜 
Ａ日程 35 

22 
(18.0%) 

100 
(82.0%) 

13 
(10.7%) 

109 
(89.3%) 

122 
(100%) 

117 
3 

(7.9%) 
35 

(92.1%) 
6 

(15.8%) 
32 

(84.2%) 
38 

(100%) 3.5 倍 3.1 倍 

一般選抜 
Ｂ日程 5 

7 
(18.9%) 

30 
(81.1%) 

6 
(16.2%) 

31 
(83.8%) 

37 
(100%) 

37 
3 

(30.0%) 
7 

(70.0%) 
4 

(40.0%) 
6 

(60.0%) 
10 

(100%) 7.4 倍 3.7倍 

全日程合計 80 
71 

(19.2%) 
299 

(80.8%) 
44 

(11.9%) 
326 

(88.1%) 
370 

(100%) 
359 

15 
(15.3%) 

83 
(84.7%) 

17 
(17.3%) 

81 
(82.7%) 

98 
(100%) 

4.6 倍 3.7倍 

 ※ 志願者 128人に対し、１次試験（書類選考）を実施し、123人を選抜。うち欠席者 1名。 
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【出身高校別在学者数】                                              （単位：人） 

都道府県名 学校名 
在学
者数 

 
都道府県名 学校名 

在学
者数 

兵庫 兵庫 

北須磨 

小野 

葺合 

琴丘 

明石城西 

三田祥雲館 

長田 

星陵 

芦屋 

明石北 

市立姫路 

宝塚北 

姫路飾西 

東洋大学附属姫路 

神戸大学附属 

御影 

神戸 

夢野台 

兵庫工業 

神戸商業 

青雲 

西宮北 

伊丹北 

篠山鳳鳴 

明石西 

西脇 

社 

北条 

三木 

三木東 

香寺 

八鹿 

出石 

東播磨 

市立尼崎 

須磨東 

神戸高塚 

伊川谷北 

六甲学院 

親和女子 

近畿大学付属豊岡 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

3 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

北海道 

 

 

青森 

秋田 

東京 

神奈川 

新潟 

富山 

石川 

 

福井 

 

長野 

 

岐阜 

静岡 

三重 

京都 

 

 

奈良 

和歌山 

鳥取 

 

島根 

岡山 

 

広島 

 

山口 

高知 

長崎 

 

大分 

鹿児島 

 

 

沖縄 

函館中部 

大麻 

札幌国際情報 

八戸東 

本荘 

府中 

神奈川総合 

新潟中央 

魚津 

金沢桜丘 

星稜 

金津 

武生東 

須坂 

長野西 

長良 

静岡城北 

神戸 

亀岡 

園部 

日吉ヶ丘 

智辯学園 

向陽 

鳥取東 

鳥取西 

隠岐島前 

山陽学園 

岡山学芸館 

広島観音 

広島国泰寺 

野田学園 

土佐女子 

長崎北 

佐世保北 

大分西 

鹿児島中央 

伊集院 

国分 

首里 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

3 

3 

2 

2 

2 

2 

3 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

3 

2 

3 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

※兵庫県は全ての高校を記載。                  ※他都道府県は２名以上のみを記載。 
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就
職
・
進
路
状
況
（
２
０
２
５
年
度
卒
業
生
）

就
職
率

9
4
.5

%
  

※
就
職
率
は
、
就
職
希
望
者
を
母
数
に
算
出

就
職
希
望
者
７
３
名
の
う
ち
、
６
９
名
が
決
定

兵
庫
県
内
の
就
職
者
は
１
２
名

県
内
就
職
率

１
７

.３
%

そ
の
う
ち
但
馬
地
域
で
の
就
職
者
は
７
名

但
馬
地
域
へ
の
就
職
率

１
０

.１
%

資
料
３
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主
な
就
職
先
・
進
学
先

公
益
財
団
法
人
愛
知
県
文
化
振
興
事
業
団
、
公
益
財
団
法
人
静
岡
県
舞
台
芸
術
セ
ン
タ
ー
、
兵
庫
県

立
尼
崎
青
少
年
創
造
劇
場
、
公
益
財
団
法
人
キ
ラ
リ
財
団
、
公
益
財
団
法
人
横
浜
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
、
公
益
財
団
法
人
河
内
長
野
市
文
化
振
興
財
団
、
公
益
財
団
法
人
京
都
市
芸
術
文
化
協
会
、
公

益
財
団
法
人
丸
亀
市
福
祉
事
業
団
、
公
益
財
団
法
人
高
松
市
文
化
芸
術
財
団
、
株
式
会
社
ハ
ー
ト
ス
、

合
同
会
社
S
Y
U
Z
’G
E
N

■
芸
術
文
化
分
野

■
観
光
分
野

合
同
会
社
ユ
ー
・
エ
ス
・
ジ
ェ
イ
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
株
式
会
社
、
株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
（
ジ
ャ
ン
グ
リ
ア
沖
縄
）
、
株
式
会
社
パ
ソ
ナ

H
R

 H
U

B
、
日
本
航
空
株
式
会
社
、
西

日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
株
式
会
社
近
鉄
Ｈ
Ｒ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
、

W
IL

L
E
R
株
式
会
社
、

H
il
to

n
 

W
o
rl

d
w

id
e
 I
n
te

rn
a
ti

o
n
a
l 

J
a
p
a
n
 合
同
会
社
コ
ン
ラ
ッ
ド
名
古
屋
、
京
都
河
原
町
三
条
ホ
テ
ル
合

同
会
社
（
ヒ
ル
ト
ン
京
都
）
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ア
ワ
ジ
グ
ル
ー
プ
、
株
式
会
社
銀
閣
、
株
式
会
社

M
E
リ
ゾ
ー
ト
播
磨
、
ア
イ
コ
ニ
ア
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
株
式
会
社
、

K
N

T
-C

T
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社

※
下
線
部
：
臨
地
実
務
実
習
先
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■
公
務
員

豊
岡
市
、
北
海
道
、
河
内
長
野
市
、
長
岡
京
市

■
そ
の
他

一
般
社
団
法
人
本
所
賀
川
記
念
館
、
一
般
財
団
法
人
島
前
ふ
る
さ
と
魅
力
化
財
団
、
株
式
会

社
高
知
新
聞
社
、
冨
士
発
條
株
式
会
社
、
東
邦
建
材
工
業
株
式
会
社
、
株
式
会
社
さ
く
ら
、

株
式
会
社
レ
ン
ト
、
株
式
会
社
ハ
イ
フ
ァ
イ
ブ
、

c
o
ff

e
e
 s

ta
n
d
 コ
ザ
キ
※
起
業
、
株
式
会

社
ス
イ
ミ
ー
ジ
ャ
パ
ン
、
株
式
会
社
力
の
源
カ
ン
パ
ニ
ー
、
株
式
会
社

Z
E
N

P
L
A
C
E
、
株
式
会

社
ほ
ね
ご
り
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
ワ
ー
ク
ス
イ
ッ
チ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
、
株
式
会
社

フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
テ
ッ
ク
、
株
式
会
社
ク
ラ
ウ
ド
ワ
ー
ク
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
メ
デ
ィ

ア
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
、
株
式
会
社
日
本
パ
ー
ソ
ナ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
、
株
式

会
社
マ
ン
パ
ワ
ー
グ
ル
ー
プ
、
株
式
会
社
ゲ
イ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
株
式
会
社
西
日
本

シ
ネ
用
品
、
株
式
会
社
パ
ル
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
株
式
会
社
ク
レ
・
ド
ゥ
・

レ
ー
ブ
、
株
式
会
社
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
ス
、
株
式
会
社
金
宝
堂
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
株
式
会

社
エ
ス
ク
リ
、
一
般
財
団
法
人
Ｊ
Ｒ
東
日
本
文
化
創
造
財
団
、
株
式
会
社
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
、

但
馬
銀
行
、
但
馬
信
用
金
庫

■
進
学
実
績

秋
田
公
立
美
術
大
学
大
学
院
、
上
智
大
学
大
学
院
、
ア
ソ
ビ
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
、

早
稲
田
大
学
芸
術
学
校
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C
A

T
 
G

U
ID

E
 
B

O
O

K
2

0
2

7

…
兵
庫
県

…
但
馬
地
域

…
芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学

…
芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学

兵
庫
県

豊
岡
市

香
美
町

新
温
泉
町

朝
来
市

養
父
市

豊
岡
駅

神
武
山
公
園

山
王
公
園

日
吉
神
社

カ
バ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

豊
岡
市
民
会
館

山陰本
線

芸
術
文
化
観
光

専
門
職
大
学

兵
庫
県
立
豊
岡
高
校

N

学
生
寮

豊
岡
市
役
所

〒
6
6
8
-
0
0
4
4
  

兵
庫
県
豊
岡
市
山
王
町
7
-
5
2

J
R
 山
陰
本
線
 豊
岡
駅
よ
り
徒
歩
7
分

W
E

B
サ
イ
ト

T
E

L
:  0

79
6

- 3
4

- 8
12

3

 F
A

X
:  0

79
6

- 3
4

- 8
12

4

M
ai

l:
ca

t-
hy

og
o@

of
c.

u-
hy

og
o.

ac
.jp
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※「
20
27
年
大
学
案
内
」取
材
時
、在
学
生
・
卒
業
生
・
教
員
か
ら
の
ア
ン
ケ
ート
シ
ート
よ
り
抜
粋
。

01

可 能 性 が 無 限 大 の 大 学 ！！

「 C A T っ て ど ん な 大 学 ？ 」

考 え を 伝 え る 、 勇 気 と 責 任 を 学 ぶ

但 馬 地 域 は 、 四 季 の 変 化 が 豊 か で 、

地 元 の 人 は 優 し く 温 か い な ん で も

挑 戦 し 放 題

な ん で も

挑 戦 し 放 題

自 分 や 相 手 の 価 値 観 の 違 い に つ い て 向 き 合 う 貴 重 な 時 間 が も て る

演
劇
も
観
光
も

経
営
も
全
部
で
き
る

や
り
た
い
こ
と
を
一
緒
に
形
に
し
て
く
れ
る

仲
間
と
環
境
が
待
っ
て
い
る

独
自
に
進
化
し
た
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
大
学

8
0
0
時
間
の
実
習
が
あ
る

日
々
ど
こ
か
で
何
か
が
進
化

と
て
も

ワ
ク
ワ
ク

す
る
場
所

芸 術 と 観 光 、 地 域 お こ し を

結 び つ け る こ と を 学 べ る

何
事
に
も
挑
戦
し
や
す
い

都
会
の
喧
騒
や
情
報
過
多
に
惑
わ
さ
れ
ず

解
像
度
を
上
げ
て
物
事
に
取
り
組
め
る 多 様 性 を

認 め 合 え る

忙 し い の に み ん な 楽 し そ う

最 高 の

設 備 環 境 が

そ ろ っ て い る1年
生
は

全
員
学
生
寮

自
身
の

創
造
性
を

発
揮
し
て

サ
バ
イ
ブ

自 分 が 在 り た い

ま ま で い て も

否 定 さ れ な い

生
涯
の
宝
に
な
る
人
脈
が
見
つ
か
る

大
学
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
、

す
ぐ
に
実
践
に
移
せ
る
環
境

12



80
0時
間
の
実
習
で
し
か
、得
ら
れ
な
い
発
見
  
 が
あ
る

C
A
Tの
学
び
の
特
色
で
あ
る
80
0時
間
以
上
も
の
実
習
。こ
れ
は
授
業
全
体
の
3分
の
１
を
占
め
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
す
。

地
域
・
企
業
と
の
連
携
の
も
と
学
内
外
の
多
彩
な
現
場
を
経
験
す
る
こ
と
で
、学
ん
だ
理
論
を
高
い
実
践
力
へ
と
磨
き
上
げ
ま
す
。

忙
し
い
日
々
の
中
で
、現
場
の
楽
し
さ
と
難
し
さ
を
理
解
し
な
が
ら
、実
習
の
た
び
に
大
き
く
成
長
を
遂
げ
る
学
生
た
ち
。

貴
重
な
経
験
を
重
ね
た
学
生
と
、そ
の
成
長
を
支
え
る
実
習
担
当
の
方
の
声
を
合
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

観
光
交
通
業
実
習

実
習
先
：
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

但
馬
空
港
の
実
習
に
参
加
し
た
の
は
、お
客
様
と
近
い
環
境
で
満
足

や
安
心
を
届
け
る
接
客
の
姿
勢
を
学
び
た
か
っ
た
か
ら
。各
種
業
務

や
施
設
の
見
学
、ア
ナ
ウ
ン
ス
教
育
の
受
講
、空
港
内
の
課
題
解

決
策
を
話
し
合
う
報
告
会
の
参
加
な
ど
、空
港
で
の
経
験
は
ど
れ
も
貴

重
で
、中
で
も
安
全
に
対
す
る
責
任
の
重
さ
を
学
べ
た
こ
と
が

印
象
的
で
し
た
。緊
迫
し
た
場
面
で
も
冷
静
に
対
処
さ
れ
る
職
員
の

皆
さ
ん
の
姿
を
見
て
、そ
の
強
靭
な
連
携
が
日
々
の
運
航
を
支
え
て

い
る
の
だ
と
実
感
。感
謝
の
想
い
が
よ
り
大
き
く
な
り
まし
た
。実
習
後

は
よ
り
高
い
意
識
で
日
々
の
学
生
生
活
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
実
習

実
習
先
：
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー（
兵
庫
県
立
尼
崎
青
少
年
創
造
劇
場
）

地
域
に
お
け
る
公
立
劇
場
の
役
割
を
学
び
た
い
と
、こ
の
実
習
に
参
加

し
ま
し
た
。期
間
中
は
チ
ラ
シ
の
挟
み
込
み
や
貸
館
対
応
を
は
じ
め
、

幅
広
い
日
常
業
務
の
補
助
を
経
験
。職
員
の
方
と々
の
座
談
会
・
研
修

会
に
も
参
加
で
き
、劇
場
の
仕
事
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

印
象
的
だ
っ
た
の
は
笑
顔
で
会
場
を
訪
れ
る
お
客
様
の
姿
と
、そ
の

特
別
な
時
間
を
大
切
に
す
る
職
員
さ
ん
の
心
遣
い
で
す
。採
算
性
を

求
め
る
だ
け
で
な
く
、住
民
に
開
か
れ
た
場
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
公
立
劇
場
で
あ
る
こ
と
の
意
味
」を
知
る
と
同
時
に
、大
学
で
の
学
び

を
劇
場
の
未
来
に
活
か
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

芸
術
文
化
・
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
習

実
習
先
：
豊
岡
演
劇
祭
実
行
委
員
会

さ
ま
ざ
ま
な
形
か
ら「
豊
岡
演
劇
祭
」に
関
わ
れ
る
こ
の
実
習
の
中
で
、私
は
学
生
の
ア
イ

デ
ア
を
実
現
で
き
る
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
。「
城
崎
オ
ン
セ
ン
ガ
イド
」を
テ
ー
マ
に
、

学
生
に
よ
る
ガ
イド
ツ
ア
ー
や
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー“
オ
ン
セ
ン
ジ
ャ
ー
”の
シ
ョ
ー
を
企
画
し
まし
た
。

事
前
準
備
で
は
地
元
の
方
に
リ
サ
ー
チ
を
重
ね
、ツ
ア
ー
の
中
身
や
紹
介
内
容
な
ど
を
何
度

も
検
討
。数
多
く
の
メ
ン
バ
ー
と
連
携
す
る
難
し
さ
を
痛
感
し
た
分
、他
者
の
タ
ス
ク
に
も

目
を
向
け
る
視
野
が
養
わ
れ
ま
し
た
。細
か
な
情
報
共
有
や
心
配
り
な
ど
、日
々
の
努
力
の

積
み
重
ね
を
今
後
も
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

実
習
に
密
着
し
た

動
画
は
こ
ち
ら
!

02

M
E

SS
A

G
E

担
当
教
員
の
声

「
豊
岡
演
劇
祭
」を
通
じ
て
、ア
ート
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
運
営
手
法
を

学
ぶ
こ
と
が
本
実
習
の
テ
ー
マ
。3
年
生
か
ら
は
学
生
が
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、自
ら
の
企
画
を
形
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。本
演
劇

祭
は
地
元
の
協
力
で
成
り
立
っ
て
お
り
、ご
参
加
く
だ
さ
る
方
々
や
企

業
、お
店
も
年
々
増
加
。そ
の
盛
り
上
が
り
が
来
訪
者
数
の
増
加

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。豊
岡
な
ら
で
は
の
関
わ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、

地
域
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
ょう
！

豊
岡
演
劇
祭

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

河
村
 竜
也
 講
師

間
近
で
見
学
で
き
た
滑
走
路
に
興
奮
！

障
が
い
者
や
高
齢
者
へ
の
支
援
も
実
践

城
崎
温
泉
の
魅
力
を
伝
え
る

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
と
ヒ
ー
ロ
ー

シ
ョ
ー
をド
ッ
キ
ン
グ

地
元
の
方
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
も
と
に
、ツ
ア
ー
の
中
身
を

自
分
た
ち
で
作
成

チ
ラ
シ
の
挟
み
込
み
ひ
と
つ

に
も
、観
客
の
興
味
を
惹
く

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が

裏
方
業
務
に
触
れ
、舞
台
は

多
く
の
人
の
力
で
成
り
立
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感

M
E

SS
A

G
E

全
但
バ
ス
株
式
会
社
 観
光
事
業
部

但
馬
空
港
事
業
所
 副
所
長

井
上
 旭
毅
 さ
ん

本
実
習
で
は
入
社
時
と
同
様
の
基
礎
教
育
を
行
い
、チ
ェ
ッ
ク
イ
ン

業
務
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
修
得
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
見
学
を
通
し
て
、空
港
の
仕
事
に
理
解
を
深
め

ら
れ
る
の
も
特
徴
で
す
。C
A
Tの
学
生
は
素
直
で
目
標
意
識
が
高
く
、

広
い
視
野
と
敏
感
な
ア
ン
テ
ナ
の
持
ち
主
。私
た
ち
も
本
実
習
が

日
々
の
仕
事
を
見
つ
め
直
す
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。大
き
な
達
成
感

を
胸
に
、互
い
に
成
長
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

実
習
先
の
声

M
E

SS
A

G
E

兵
庫
県
立
尼
崎
青
少
年
創
造
劇
場

（
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
）

業
務
部
長
　

梶
原
 由
美
子
 さ
ん

本
施
設
が
提
供
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、県
立
劇
場
とし
て
の

取
り
組
み
、ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
の
日
常
業
務
や
劇
場
事
業
な
ど

に
つ
い
て
、数
多
く
の
理
解
が
得
ら
れ
る
機
会
を
盛
り
込
ん
で

お
り
、現
場
で
働
く
職
員
と
の
交
流
の
場
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

C
A
Tの
学
生
は
実
習
目
標
を
し
っ
か
り
持
ち
、事
前
学
習
か
ら

意
欲
的
に
取
り
組
む
姿
が
印
象
的
。さ
ま
ざ
ま
な
実
習
を
楽
し
み

な
が
ら
、伸
び
伸
び
とし
た
学
生
生
活
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

実
習
先
の
声

長
谷
 言
意
 さ
ん

観
光
専
攻
 3
年
生

私
立
帝
塚
山
学
院
泉
ヶ
丘
高
等
学
校

大
阪
府
出
身

P
R
O
JE
C
T

現
場
だ
か
ら
こ
そ
理
解
で
き
た
、

公
立
劇
場
で
あ
る
こ
と
の
意
味 豊
岡
演
劇
祭
を
盛
り
上
げ
る
、

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
学
生
で
企
画

空
港
で
働
く
プ
ロ
た
ち
の
、

高
い
意
識
と
責
任
感
に
感
動
！

片
桐
 優
月
さ
ん

芸
術
文
化
専
攻
 2
年
生

県
立
下
関
中
等
教
育
学
校

山
口
県
出
身

青
野
 ひ
ろ
 さ
ん

1年
生
　

府
立
城
南
菱
創
高
等
学
校
　

京
都
府
出
身

©ト
モ
カ
ネ
ア
ヤ
カ
 /
 提
供
：
豊
岡
演
劇
祭
実
行
委
員
会

©ト
モ
カ
ネ
ア
ヤ
カ
 /
 提
供
：
豊
岡
演
劇
祭
実
行
委
員
会

©ト
モ
カ
ネ
ア
ヤ
カ
 /
 提
供
：
豊
岡
演
劇
祭
実
行
委
員
会

PROJECT

PROJECT

実
習
に
密
着
し
た

動
画
は
こ
ち
ら
!

©
M
IY
O
N
O
 K

0
3

0
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文
化
芸
術
演
習
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る「
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
プ
ロ

ジ
ェ
クト
（
P
A
P
）」
で
は
、プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
スト
や
舞
台
技
術
者
の
指
導

の
も
と
、地
域
の
文
化
施
設
で
舞
台
公
演
を
つ
く
り
上
げ
ま
す
。役
者
や

監
督
を
は
じ
め
、衣
装
や
照
明
、地
域
や
メ
デ
ィ
ア
へ
の
広
報
ま
で
、す
べ
て

の
役
割
を
各
チ
ー
ム
の
学
生
が
担
当
。社
会
の
人
と々
連
携
し
な
が
ら
実
際

の
公
演
と
同
じ
流
れ
を
体
験
す
る
こ
と
で
、高
い
実
践
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

C
A
Tで
は
学
ん
だ
理
論
を
実
践
の
場
で
発
揮
で
き
る
実
習
が
充
実
し
て
い
ま
す
。授
業
全
体
の
３
分
の
１（
8
0
0
時
間
以
上
）が
実
習
の

た
め
と
て
も
忙
し
い
で
す
が
、実
習
が
終
わ
る
と
自
分
自
身
の
成
長
を
大
き
く
感
じ
ま
す
。

在
学
生
の
声

舞
台
芸
術
実
習
　
主
な
実
習
連
携
先
：
江
原
河
畔
劇
場
 他

芸
術
文
化

©ト
モ
カ
ネ
ア
ヤ
カ

©ト
モ
カ
ネ
ア
ヤ
カ

プ
ロ
の
演
出
家
や
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
も
と
、演
出
、舞
台
美
術
、照
明
、音
響
な
ど

の
制
作
実
技
を
、実
際
に
小
作
品
を
創
作
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。一
連
の
流
れ
を

体
験
す
る
こ
と
で
、演
じ
る
側
の
意
識
と
実
践
的
な
ス
タ
ッ
フ
ワ
ー
ク
の
方
法
を
包
括
的

に
習
得
し
ま
す
。

豊
岡
市
を
は
じ
め
、但
馬
地
域
の
自
治
体
が
進
め
る
文
化
政
策
の
現
状
を
分

析
し
、新
た
な
文
化
振
興
策
の
提
案
に
挑
み
ま
す
。自
治
体
の
文
化
事
業
へ

の
参
画
、住
民
の
意
識
や
他
都
市
の
文
化
政
策
事
例
に
関
す
る
調
査
な
ど
、実

際
の
流
れ
を
経
験
し
な
が
ら
具
体
的
な
予
算
要
求
資
料
案
ま
で
作
成
し
ま
す
。

©ト
モ
カ
ネ
ア
ヤ
カ

※
掲
載
内
容
は
過
去
の
実
習
実
績
で
す
。

多
彩
な
実
習
先
で
課
題
と
向
き
合
う
。だ
か
ら
高
い
実
践
力
が
磨
か
れ
る
！

02

舞
台
芸
術
基
礎
実
習

主
な
実
習
連
携
先
：
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

芸
術
文
化

文
化
政
策
実
習

主
な
実
習
先
：
但
馬
近
隣
の
自
治
体

芸
術
文
化

学
内
で
の
基
礎
訓
練
を
生
か
し
、専
任
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
も
と
観
光
サ
ー

ビ
ス
施
設
に
お
け
る
顧
客
対
応
業
務
な
ど
の
実
務
に
従
事
。サ
ー
ビ
ス
マ
ネ

ジ
メ
ント
の
仕
組
み
や
役
割
、現
場
が
直
面
す
る
課
題
・
解
決
策
に
つ
い
て

も
理
解
を
深
め
、観
光
業
界
の
即
戦
力
と
な
れ
る
業
務
遂
行
力
を
磨
き
ま
す
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
実
習
　
主
な
実
習
先
：
県
内
外
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、リ
ゾ
ー
ト
施
設

観
光

TM
 &
 ©
TO
H
O
 C
O
.,L
TD
.

TM
 &
 ©
TO
H
O
 C
O
.,L
TD
.

TM
 &
 ©
TO
H
O
 C
O
.,L
TD
.

地
域
の
観
光
産
業
を
支
え
る
企
業
や
自
治
体
、D
M
O（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）

な
ど
を
舞
台
に
、約
2週
間
の
実
務
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。観
光
地
域
づ
くり
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

現
場
で
学
べ
る
だ
け
で
な
く
、自
分
に
合
う
進
路
も
確
か
め
ら
れ
る
貴
重
な
体
験
で
す
。

海
コ
ー
ス
・
山
コ
ー
ス
の
い
ず
れ
か
を
選
び
、但
馬
地
域
の
自
然
を
利
用
し
た
観
光

レ
ジ
ャ
ー
と
関
連
施
設
の
実
務
を
体
験
。地
域
の
観
光
資
源
を
学
び
な
が
ら
、

施
設
の
運
営
法
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
力
を
習
得
し
ま
す
。

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実
習

主
な
実
習
先
：
城
崎
温
泉
観
光
協
会
、但
馬
県
民
局（
玄
武
洞
）

観
光

観
光
資
源
実
習

主
な
実
習
先
：
竹
野
ス
ノ
ー
ケ
ル
セ
ン
タ
ー
、コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
 他

観
光

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
習
　
主
な
実
習
先
：
但
馬
内
の
各
企
業（
鞄
製
造
業
、金
融
機
関
な
ど
）

共
通

地
域
の
地
元
企
業
で
の
現
地
実
習
を
通
し
て
、地
域
や
経
済
を
発
展
さ
せ
る
革
新
的
な

取
り
組
み
を
学
習
。企
業
の
方
か
ら
成
功
の
プ
ロ
セ
ス
を
学
び
な
が
ら
、学
生
自
身
も
企
業

の
一
員
と
し
て
主
体
的
に
行
動
し
、そ
の
成
果
か
ら
生
ま
れ
た
発
想
を
実
習
の
最
後
に
発

表
し
ま
す
。養
父
市
で
創
業
10
0年
の
歴
史
を
持
つ
大
徳
醤
油
の
実
習
で
は
、素
材
と
製

法
に
こ
だ
わ
り
抜
く
職
人
の
姿
に
触
れ
、学
生
た
ち
も
大
き
な
刺
激
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

地
域
創
生
実
習
　
主
な
実
習
先
：
県
内
の
官
公
庁（
市
役
所
、県
民
局
な
ど
）

共
通

自
治
体
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
地
域
創
生

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、現
場
の
視
察
や
活
動

へ
の
参
加
を
通
し
て
理
解
す
る
実
習
で
す
。

実
習
先
は
但
馬
地
域
を
中
心
と
し
た
県
内
の

自
治
体
で
す
。過
去
に
実
施
し
た
宝
塚
市
役
所

で
は
、市
内
の
歴
史
あ
る
商
店
街
の
活
性
化

を
テ
ー
マ
に
地
元
商
工
会
議
所
の
方
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
、近
隣
の
商
店
街
の
視
察

な
ど
を
実
施
し
、課
題
分
析
に
基
づ
い
た
具
体
的

な
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

※
掲
載
内
容
は
過
去
の
実
習
実
績
で
す
。

0
5

0
6
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学
生
一
人
ひ
と
り
が
興
味
の
赴
く
ま
ま
に
、自
分
の“
や
り
た
い
”を
追
究
し
て
い
る
C
A
T。

活
動
の
場
が
広
が
る
数
だ
け
、新
た
な
出
会
い
や
交
流
の
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
か
ら
も
ら
え
る
刺
激
も
ま
た
、学
生
の
人
間
力
を
育
て
る
糧
に
な
る
の
で
す
。

地
域
、寮
、サ
ー
ク
ル
…

４
年
間
で
広
が
る
リ
ア
ル
相
関
図
を
大
公
開
！

ゼ
ミ
の
仲
間
と
企
画
を
出
し
合
い
、『
未
来
を
創
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
スト
20
25
』に
出
場
。芸
術
文
化
も
学
ん
だ
経
験
を
生
か
し
て

ダ
ン
ス
を
交
え
た
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
と
こ
ろ
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
！

み
ん
な
の
努
力
が
実
り
、準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で

準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
！

地
域
交
流

R
eg

io
na

l C
ol

la
bo

ra
ti

on

学
外
活
動

A
ct

iv
it

ie
s

と
も
に
コ
ン
テ
スト
に
出
場
し
た
頼
れ
る
戦
友
。

夜
中
ま
で
打
ち
合
わ
せ
や
プ
レ
ゼ
ン
の
練
習

に
付
き
合
っ
て
く
れ
た
熱
い
仲
間
で
す
！

ゼ
ミ
の
仲
間

名
村
 俊
次
郎
 さ
ん

観
光
専
攻
 3
年
生

府
立
箕
面
高
等
学
校
 

大
阪
府
出
身

福
田
 和
加
さ
ん

芸
術
文
化
専
攻
 3
年
生

県
立
鳴
門
渦
潮
高
等
学
校

徳
島
県
出
身

ダ
ン
ス
初
心
者
な
が
ら
、器
械

体
操
仕
込
み
の
ア
ク
ロ
バ
ット
が

持
ち
味
。身
体
の
使
い
方
な
ど
を

学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
ッ
ト
パ
ー
ト
ナ
ー 『
心
舞
』の
自
主
公
演
の
P
Rを
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
だ
さ
っ
た
恩
人
。地
域
と
の
深
い

関
わ
り
も
C
A
Tな
ら
で
は
の
魅
力
で
す
ね
。

池
田
 ビ
ル
ギ
ッ
ト
さ
ん（
写
真
左
）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

学
生
寮

S
tu

de
nt

-D
or

m
it

or
y

ゼ
ミ

S
tu

dy
 G

ro
up

03

同
級
生
の
福
田
さ
ん
と
ダ
ン
ス
ユ
ニ
ット
を
結
成
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
全
国
大
会
に
出
場
中
。良
い
結
果
も

残
せ
て
い
ま
す
。自
分
と
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が
違
う
彼
女

は
数
多
く
の
発
見
を
く
れ
る
存
在
。在
学
中
は
こ
の

2人
で
ダ
ン
ス
コ
ン
ペ
に
挑
み
続
け
ま
す
。

ダ
ン
ス
ユ
ニ
ッ
ト
を
結
成
し
、

全
国
大
会
に
出
場
中
！

入
学
当
初
は
大
き
な
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
が
な
く
、自
身
で

ダ
ン
ス
団
体『
心
舞
』を
創
設
。今
で
は
2日
間
の
自
主

公
演
で
4
0
0
名
以
上
を
集
客
す
る
団
体
に
成
長
し
ま

し
た
。地
域
の
企
業
や
高
校
と
連
携
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

も
積
極
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

立
ち
上
げ
た
ダ
ン
ス
団
体
は

い
ま
や
2
7
人
の
大
所
帯
に

但
馬
に
来
て
感
動
し
た
の
が
、僕
た
ち
C
A
Tの
学
生
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
地
元
の
方

が
た
くさ
ん
い
る
こ
と
。実
習
や
課
外
活
動
を
は
じ
め
、学
生
生
活
の
い
ろ
ん
な
場
面
で

支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。中
で
も
池
田
さ
ん
は
お
家
の
夕
食
に
招
待
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

自
主
公
演
の
P
Rを
サ
ポ
ート
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
と
、1
年
次
か
ら
公
私
に
わ
た
っ
て
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
存
在
。豊
岡
に
移
住
す
る
人
々
へ
の
支
援
活
動
も
行
わ
れ
て
い
て
、

こ
の
フ
レ
ンド
リ
ー
な
土
地
柄
が
学
生
生
活
を
頑
張
れ
る
原
動
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
土
地
柄
が

学
生
生
活
を
頑
張
れ
る
支
え
に

学
生
同
士
が
ペ
ア
を
組
み
、出
さ
れ
た
テ
ー
マ
を
身
体
で
表
現
す
る「
ダ
ン

ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
習
」。
初
め
て
話
す
メ
ン
バ
ー
と
も
一
気
に
距
離
が
縮

ま
る
実
習
で
す
。個
性
を
ぶ
つ
け
合
う
こ
と
で
お
互
い
を
理
解
で
き
る
の
で
、

そ
の
他
の
実
習
に
も
安
心
感
が
生
ま
れ
ま
す
。

と
も
に
表
現
す
る
こ
と
で
刺
激
と
理
解
が
生
ま
れ
る

学
内
で
お
笑
い
コ
ン
ビ
を
結
成
し
自
主
公
演
も

し
て
い
る
小
倉
く
ん
。実
習
の
中
で
積
極
的
に

意
見
を
出
し
合
い
、自
分
に
は
な
い
感
性
に

刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

実
習
の
ペ
ア

小
倉
 輝
大
さ
ん

芸
術
文
化
専
攻
 3
年
生

三
田
国
際
学
園
高
等
学
校
 

東
京
都
出
身

実
習

P
ra

ct
ic

al
 t

ra
in

in
g

団
体
の
後
輩

石
原
 彩
奈
さ
ん

芸
術
文
化
専
攻
 2
年
生

県
立
鹿
児
島
中
央
高
等
学
校

鹿
児
島
県
出
身

僕
の
想
い
を
引
き
継
い
で
く
れ
る
後
輩
。誰

も
が
の
び
の
び
楽
し
め
る
団
体
に
な
っ
て

い
る
の
は
、彼
女
の
人
柄
の
お
か
げ
で
す
。

ル
ー
ム
メ
イ
ト

何
で
も
気
楽
に
話
せ
る
ル
ー
ム
メ
イト
。

几
帳
面
だ
け
ど
面
白
い
性
格
で
、僕
の
存
在

を
否
定
せ
ず
に
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

岸
本
 広
大
さ
ん

芸
術
文
化
専
攻
 3
年
生

県
立
篠
山
鳳
鳴
高
等
学
校
 

兵
庫
県
出
身

ド
ミ
ト
リ
ー
・
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度

寮
生
活
を
経
験
し
た
先
輩
が
1
年
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
ド
ミト
リ
ー・
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
」を
導
入
。慣
れ
な
い
共
同

生
活
の
頼
れ
る
相
談
役
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

▶
詳
し
く
は
 2
6
P

C
A
T
に
は
個
性
あ
ふ
れ
る
1
9
の
公
認
サ
ー
ク
ル
が

活
動
中
。「
好
き
」を
共
有
で
き
る
仲
間
と
の
出
会
い
が
、

学
生
生
活
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動

▶ 詳
し
く
は

  
 こ
ち
ら
か
ら

共
同
生
活
か
ら
始
ま
る
一
生
モ
ノ
の
絆

初
め
て
の
共
同
生
活
に
戸
惑
っ
た

日々
も
、今
で
は
良
い
思
い
出
に
な
るく

ら
い
楽
し
か
っ
た
寮
生
活
。交
流
室
は

い
つ
も
賑
や
か
で
、仲
間
と
集
ま
っ
て

は
パ
ー
テ
ィ
や
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。良
き
相
談
相
手
だ
っ
た

チ
ュ
ー
タ
ー
の
先
輩
に
も
感
謝
！

牛
谷
 匠
耀
 さ
ん

観
光
専
攻
 3
年
生

県
立
御
影
高
等
学
校
 兵
庫
県
出
身

0
7

0
8

15



藤
崎
 悠
 さ
ん

芸
術
文
化
専
攻
 2
02
5年
3月
卒
業

茨
城
県
出
身

公
益
財
団
法
人
 

東
京
都
歴
史
文
化
財
団

加
藤
 碧
 さ
ん

芸
術
文
化
専
攻
 2
02
5年
3月
卒
業

愛
知
県
出
身

但
馬
信
用
金
庫

（
総
合
企
画
部
）

髙
木
 沙
羅
々
 さ
ん

芸
術
文
化
専
攻
 2
02
5年
3月
卒
業

大
阪
府
出
身

城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
一
般
社
団
法
人
P
O
ST
）

津
留
 も
な
実
 さ
ん

観
光
専
攻
 2
02
5年
3月
卒
業

広
島
県
出
身

一
般
社
団
法
人
 

豊
岡
観
光
イノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

地
域
か
ら
世
界
ま
で

自
分
の
道
を
見
つ
け
た

1期
生
の
今
！

津
留
さ
ん
　
私
は
高
校
時
代
に
放
送
部
の
活
動
で
朗
読
を
し
て
い
た
の
ね
。そ
の
経
験

か
ら“
言
葉
で
情
景
や
心
情
を
伝
え
る
”と
い
う
こ
と
を
突
き
詰
め
た
く
な
っ
た
。そ
れ
で
選
ん

だ
の
が
演
劇
や
芸
術
文
化
を
学
べ
る
C
A
T。
何
よ
り
1期
生
と
い
う
の
が
大
き
か
っ
た
!

櫻
井
さ
ん
　
そ
う
、そ
れ
!自
分
た
ち
で
大
学
を
開
拓
で
き
る
と
い
う
の
は
魅
力
だ
っ
た
よ

ね
。あ
と
は「
観
光
と
芸
術
で
地
域
を
笑
顔
に
す
る
」と
い
う
理
念
に
も
惹
か
れ
た
な
ぁ
。僕
は

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
が
学
び
た
か
っ
た
ん
だ
け
ど
、他
大
学
だ
と
芸
術
や
表
現
だ
け
が

中
心
に
な
っ
ち
ゃ
う
。実
務
的
な
こ
と
ま
で
学
べ
る
の
は
他
と
は
違
う
ぞ
…
と（
笑
）。

加
藤
さ
ん
　
私
は
興
味
の
あ
っ
た
演
劇
と
ダ
ン
ス
が
学
べ
る
だ
け
で
な
く
、「
公
立
大
学
」と

い
う
こ
と
が
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。芸
術
分
野
の
本
場
で
あ
るド
イ
ツ
で
、3
週
間
の
実
習
を
体

験
で
き
る
こ
と
も
!

藤
崎
さ
ん
　
私
は
す
で
に
3
年
間
の
社
会
人
生
活
を
経
験
し
て
い
た
ん
だ
け
ど
、コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
自
分
の
人
生
を
見
つ
め
直
し
て
…
。生
涯
続
け
た
い
仕
事
を
考
え
た
時
に
、頭

に
浮
か
ん
だ
の
が
ず
っ
と
自
分
の
そ
ば
に
あ
っ
た
舞
台
芸
術
。そ
の
頃
に
C
A
Tの
開
学
を

知
り“
こ
れ
は
運
命
だ
!”
っ
て
挑
戦
し
た（
笑
）。

髙
木
さ
ん
　
私
も
社
会
人
と
し
て
広
島
県
福
山
市
で
働
い
て
い
た
ん
だ
け
ど
、地
方
の
衰

退
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
も
多
く
て
。地
方
に
も
文
化
的
な
雰
囲
気
が
必
要
だ
っ
て
思
っ
た
し
、

演
劇
や
娯
楽
が
ど
れ
だ
け
日
常
生
活
に
影
響
を
与
え
る
か
も
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。で

も
社
会
を
経
験
し
て
い
る
分
、芸
術
を
興
業
に
す
る
難
し
さ
も
わ
か
る
…
。だ
か
ら
経
営
や
マ

ネ
ジ
メ
ント
も
学
べ
る
C
A
Tは
魅
力
で
し
た
ね
。

加
藤
さ
ん
　
演
劇
を
や
り
た
く
て
入
学
し
た
も
の
の
、私
は
高
校
ま
で
演
劇
経
験
が
な
か
っ
た

か
ら
、と
に
か
く
い
ろ
ん
な
役
割
を
頑
張
ろ
う
とし
まし
た
ね
。そ
の
中
で
裏
方
·表
方
の
両
方
を
経

験
し
、ど
ち
ら
の
立
場
も
理
解
で
き
た
こ
と
は
、と
っ
て
も
大
き
な
学
び
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

藤
崎
さ
ん
　
私
は
P
A
P
※
。4
年
間
を
通
し
て
プ
ロ
の
人
た
ち
と
一
緒
に
舞
台
づ
くり
の
さ

ま
ざ
ま
な
セ
ク
シ
ョ
ン
を
経
験
で
き
た
の
は
、今
振
り
返
る
と
本
当
に
貴
重
な
こ
と
。社
会
に

出
て
も
各
現
場
を
渡
り
歩
い
て
学
べ
る
機
会
な
ん
て
な
い
。そ
れ
だ
け
で
も“
C
A
Tの
学
生

は
最
強
!”
っ
て
言
え
る
よ
～
。

髙
木
さ
ん
　
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
ど
、一
番
印
象
的
な
の
は
中
播
磨
県
民
局
で
の「
地
域
創

生
実
習
」。
県
民
局
で
は
、地
域
活
性
化
の
た
め
に
昔
の
馬
車
道
を
観
光
資
源
に
す
る
取

り
組
み
を
し
て
い
て
、そ
の
一
環
で
馬
車
道
沿
い
に
モ
ニ
ュ
メ
ント
を
設
置
し
て
い
ま
し
た
。

“「
客
」が
観
る
も
の
を
作
り
、人
を
集
め
る
”と
い
う
芸
術
文
化
と
観
光
の
共
通
点
に
気

づ
く
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

櫻
井
さ
ん
　
僕
が
頑
張
っ
た
と
言
え
る
の
は
、学
外
活
動
と
自
主
活
動
の
両
立
か
な
？
イ

ベ
ン
ト
や
公
演
は
も
ち
ろ
ん
、地
域
の
お
祭
り
に
参
加
し
た
り
、シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
立
ち
上

げ
た
り
…
。ど
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
も
講
義
で
学
ぶ
分
野
と
接
続
し
て
い
く
ん
だ
よ
ね
。お
か
げ

で
知
識
と
技
術
が
し
っ
か
り
身
に
つ
い
た
と
思
う
。

津
留
さ
ん
　
ひ
と
つ
に
絞
る
と
し
た
ら
、私
は「
一
人
旅
行
者
の
ゆ
と
り
と
阻
害
要
因
」を

テ
ー
マ
に
し
た
ゼ
ミ
の
卒
業
研
究
。直
井
先
生
の
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
、

卒
業
後
に
学
会
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
ほ
ど
の
論
文
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。引
用
し
た
文
献
の
著
者
の
方
が
た
ま
た
ま
会
場
に
い
ら
し
て
、直
接
感
想
を
い
た
だ

け
た
の
も
良
い
思
い
出（
笑
）。

秋
に
前
身
の
イ
べ
ン
ト
で
ア
シ

ス
タ
ン
ト
を
務
め
た
こ
と
が
、進

路
を
決
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。“
日
本
と
世
界
を
つ
な
ぐ

窓
”に
な
れ
る
現
場
だ
か
ら
、

C
A
T
の
後
輩
た
ち
に
も
一
度

遊
び
に
来
て
ほ
し
い
し
、ぜ
ひ

一
緒
に
働
い
て
ほ
し
い（
笑
）。

1
期
生
と
し
て
C
A
Tを
選
ん
だ
理
由
は
？

C
A
T
で
見
つ
け
た
、自
分
ら
し
い
未
来
と
は
？

今
を
支
え
て
く
れ
る
、C
A
T
の
学
び
と
経
験

加
藤
さ
ん
　
イ
ラ
スト
と
言
え
ば
津
留
さ
ん
! 

そ
の
節
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た（
笑
）。

1
期
生
た
ち
が
描
く
、

こ
れ
か
ら
の
夢
は
？

C
A
T
の
大
学
生
活
で
力
を
入
れ
た
こ
と
は
？

▼
日
仏
共
同
企
画『
私
は
か
も
め
』

髙
木
さ
ん
・
藤
崎
さ
ん
が
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、髙

木
さ
ん
は
フ
ラ
ン
ス・
リ
ヨ
ン

公
演
に
も
同
行
。「
海
外
の

同
世
代
の
ア
ー
テ
ィ
スト
と

出
会
え
た
の
が
な
に
よ
り
の

財
産
で
す（
髙
木
）」
。

2
0
2
5
年
、社
会
に
羽
ば
た
い
た
C
A
Tの
1
期
生
。個
性
を
認
め
合
い
、

と
も
に
大
学
の
礎
を
築
い
た
仲
間
の
絆
は
今
も
続
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
見
つ
け
、社
会
の
幅
広
い
分
野
で
活
躍
す
る
５
人
に
、

C
A
Tの
魅
力
や
思
い
出
を
語
り
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

私
の
み
た
 C
A
T

04

櫻
井
 拓
斗
 さ
ん

観
光
専
攻
 2
02
5年
3月
卒
業

群
馬
県
出
身

St
ep
 in
to
 t
he
 w
or
ld
 

fr
om
 M
at
su
m
ot
o（
ダ
ン
ス
作
家
）

櫻
井
さ
ん
　
僕
は
ダ
ン
ス
作
家
と
し
て
長
野
県
松
本
市
を
拠
点
に
活
動
中
。国
内
外
で

作
品
を
制
作
し
て
い
る
ほ
か
に
、地
元
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
育
成
業
務
に
も
携
わ
っ
て
る
よ
。

津
留
さ
ん
　“
伝
え
る
”が
C
A
Tの
学
び
の
テ
ー
マ
だ
っ
た
か
ら
、私
が
選
ん
だ
の
は
地
域

の
魅
力
を
発
信
で
き
る
仕
事
。豊
岡
市
の
観
光
D
M
O
で
観
光
D
Xを
活
用
し
て
、城
崎
温

泉
の
将
来
的
な
集
客
予
測
を
行
っ
た
り
…
と
か
。ゼ
ミ
で
の
経
験
が
生
き
る
仕
事
だ
し
、大

学
時
代
の
成
果
を
豊
岡
に
還
元
で
き
る
の
も
や
り
が
い
だ
ね
。

加
藤
さ
ん
　
私
も
演
劇
を
続
け
た
い
と
い
う
想
い
で
豊
岡
に
残
っ
て
い
ま
す
。就
職
先
は

但
馬
信
用
金
庫
で
、メ
イ
ン
は
S
N
S
運
用
な
ど
の
広
報
業
務
。2
年
次
に
お
世
話
に

な
っ
た
実
習
先
で
も
あ
る
し
、そ
うし
た
地
元
の
つ
な
が
り
も
大
切
に
し
た
く
て
。

髙
木
さ
ん
　
同
じ
く
豊
岡
組
! 
所
属
先
は
豊
岡
の
社
団
法
人
で
、城
崎
国
際
ア
ート
セ

ン
タ
ー（
K
IA
C
）を
訪
れ
る
ア
ー
テ
ィ
スト
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ート
な
ど
が
主
な
業
務
で
す
。半

数
は
海
外
か
ら
来
る
方
な
の
で
日
本
で
の
滞
在
生
活
を
サ
ポ
ート
し
た
り
と
か
。実
は
、今

の
職
場
は
卒
業
研
究
の
実
践
の
場
で
あ
り
実
習
先
で
も
あ
り
ま
し
た
。

藤
崎
さ
ん
　
私
は
前
職
の
経
験
か
ら
海
外
関
連
事
業
に
携
わ
り
た
く
て
東
京
へ
。東
京

芸
術
劇
場
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、新
た
に
立
ち
上
が
っ
た「
東
京
舞
台
芸
術
祭
」の
プ
ロ

ジ
ェ
クト
に
携
わ
っ
て
い
て
、今
年
は
、海
外
作
品
の
招
へ
い
が
役
割
の
中
心
。4
年
次
の

髙
木
さ
ん
　
い
ざ
社
会
に
出
る
と
、C
A
Tで
の
学
び
や
経
験
が
本
当
に
活
き
て
い
る
っ
て

感
じ
ま
す
よ
ね
。例
え
ば
私
の
場
合
は
、経
営
や
観
光
の
視
点
を
養
え
た
こ
と
。舞
台
芸
術
の

構
造
が
も
つ
経
済
的
な
問
題
に
直
面
し
た
時
、そ
の
2つ
の
視
点
の
お
か
げ
で
思
考
停
止

に
な
ら
ず
に
済
ん
で
い
ま
す
。

加
藤
さ
ん
　
本
当
に
経
験
が
力
に
な
り
ま
す
よ
ね
。授
業
で
よ
く
地
域
の
課
題
解
決
や
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り
組
み
まし
た
が
、私
は
そ
の
場
で“
思
考
の
プ
ロ
セ
ス
”が
形
成
さ
れ

た
気
が
し
ま
す
。最
近
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
内
容
が
わ
か
り
や
す
い
と

褒
め
て
も
ら
え
た
し
、地
域
の
特
性
を
理
解
で
き
て
い
る
の
も
評
価
さ
れ
まし
た
!

藤
崎
さ
ん
　
何
度
も
言
う
け
ど
一
番
は
P
A
P
※
だ
ね
。学
生
と
い
う
失
敗
が
許
さ
れ
る
時

期
に
、い
ろ
ん
な
セ
ク
シ
ョ
ン
を
経
験
で
き
た
か
ら
。就
職
す
る
と
業
務
は
分
担
さ
れ
る
け

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
価
値
観
を
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
が
業
務
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
く
れ
て

る
よ
。

櫻
井
さ
ん
　
僕
は
作
家
と
し
て
研
鑽
を
積
め
た
こ
と
が
大
き
い
よ
。一
流
の
プ
ロ
で
あ
る

教
員
や
講
師
に
気
兼
ね
な
く
相
談
で
き
た
経
験
が
、今
の
作
家
生
活
で
も
よ
り
深
い
探

究
と
実
践
に
つ
な
が
っ
て
る
。あ
と
、今
後
に
期
待
し
て
い
る
の
が
、幅
広
い
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
同
期
と
の
ネ
ット
ワ
ー
ク
。お
互
い
の
専
門
分
野
を
発
揮
し
合
え
ば
い
ろ
ん
な

こ
と
が
で
き
る
は
ず
!

津
留
さ
ん
　
ゼ
ミ
の
研
究
経
験
は
も
ち
ろ
ん
だ
け
ど
、大
学
で
の
つ
な
が
り
も
今
の
大
き

な
支
え
か
な
あ
。そ
こ
か
ら
広
が
る
チ
ャ
ン
ス
が
た
く
さ
ん
あ
る
も
ん
。加
藤
さ
ん
か
ら
の

オ
フ
ァ
ー
で『
豊
岡
演
劇
祭
』の
チ
ラ
シ
の
イ
ラ
スト
を
描
か
せ
て
も
ら
っ
た
の
も
素
敵
な

経
験
だ
っ
た
!あ
り
が
た
い
こ
と
に
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
…
。

櫻
井
さ
ん
　
僕
は
自
己
完
結
·自
己
実
現
に
終

わ
ら
ず
、長
く
世
に
残
る
作
品
を
つ
く
る
こ
と
! 
そ

の
た
め
に
自
分
の
作
家
性
も
地
道
に
深
め
続
け
て
い
き
た
い
。そ
し
て
、い
つ
か
宇
宙
で
自
分

の
作
品
を
上
演
し
て
み
た
い
な
ぁ
…
な
ん
て（
笑
）。

藤
崎
さ
ん
　
何
か
を
残
し
た
い
っ
て
気
持
ち
、わ
か
る
よ
。私
も
最
終
的
に
は
芸
術
祭
を
統
括
し

た
り
、次
世
代
の
人
材
を
育
成
し
た
り
…
と
、日
本
の
舞
台
芸
術
業
界
を
変
え
て
い
け
る
よ
う
な

存
在
に
な
り
た
い
な
。

津
留
さ
ん
　
私
は
現
在
の
D
X
事
業
に
留
ま
ら
ず
、い
ろ
ん
な
業
務
に
携
わ
り
た
い
な
。今
年

度
か
ら
会
社
で
始
ま
っ
た
物
販
事
業
に
も
興
味
が
あ
る
し
…
。何
を
す
る
に
し
て
も
忘
れ
た
く
な

い
の
は
、謙
虚
に
挑
戦
し
続
け
る
姿
勢
。ご
縁
を
大
切
に
し
な
が
ら
、自
分
らし
い
軌
跡
を
紡
げ

た
ら
い
い
な
っ
て
。

加
藤
さ
ん
　
私
な
ん
て
や
り
た
い
こ
と
が
多
す
ぎ
て
、日
々
悩
み
な
が
ら
人
生
を
設
計
し

て
い
ま
す
。で
も
確
か
な
の
は
自
分
の
原
点
は
C
A
Tに
あ
る
こ
と
。だ
か
ら
も
っ
と
学
生
と

つ
な
が
る
機
会
を
増
や
し
た
い
で
す
ね
。こ
こ
豊
岡
が
私
の
帰
る
場
所
の
ひ
と
つ

だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
。

髙
木
さ
ん
　
私
も
同
じ
!迷
っ
て
い
て
今
は
ま
だ
決
め
ら
れ
な
い（
笑
）。
た
だ
、C
A
Tに

来
な
け
れ
ば
、演
出
助
手
と
し
て
海
外
公
演
に
帯
同
す
る
機
会
な
ん
て
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

い
ろ
ん
な
人
生
の
可
能
性
に
つ
な
が
る
よ
う
な
経
験
と
出
会
い
の
あ
っ
た
4年
間
で
し
た
。

将
来
、同
窓
生
と
大
き
な
舞
台
で
一
緒
に
仕
事
を
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

1
期
生
の
多
彩
な
進
路
と

現
場
か
ら
の
高
い
評
価
は
、

私
た
ち
の
誇
り

社
会
へ
と
羽
ば
た
い
た
C
A
Tの
1
期
生
た
ち
。我
々
の
期
待
以
上
に
バ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
進
路
は
、ま
さ
に
本
学
の
特
徴
を
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。嬉
し
い

の
は
ど
の
現
場
か
ら
も
1
期
生
の
良
い
評
判
を
い
た
だ
け
る
こ
と
。中
で
も「
非

常
に
即
戦
力
だ
」「
新
人
と
は
思
え
な
い
」と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。8
0
0
時

間
も
の
実
習
や
人
前
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
重
ね
た
経
験
も
、き
っ
と
自
信

に
な
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
。「
C
A
Tっ
て
社
会
が
求
め
る
人
材
を
育
て
る
大
学

な
ん
だ
ね
」。
そ
ん
な
認
識
が
企
業
や
地
域
の
方
々
に
広
が
っ
て
い
る
の
は
、

1期
生
の
活
躍
が
あ
っ
て
こ
そ
。そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
で
す！

学
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

卒
業
生
オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会

勤
務
先

勤
務
先

勤
務
先

勤
務
先

勤
務
先

▼「
た
ん
し
ん
演
劇
部
」P
R
チ
ラ
シ

た
ん
し
ん
演
劇
部
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
加

藤
さ
ん
が「
豊
岡
演

劇
祭
」に
出
演
。チ
ラ

シ
の
イ
ラ
スト
を
津
留

さ
ん
が
担
当
し
、髙
木

さ
ん
が
制
作
と
し
て

公
演
に
携
わ
っ
た
。

ⓒ
P
ho
to
 b
y 
Ta
ka
ha
sh
i H
ar
uk
a

※
PA
P(
Pe
rf
or
m
in
g 
A
rt
s 
Pr
oj
ec
t)
は
、本
学
で
授
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
、舞
台
芸
術
作
品

　
公
演
の
こ
と
で
す

0
9

1
0
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本
学
は
小
さ
な
大
学
で
す
が
、そ
の
分
、濃
密
な
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、全
国
か
ら
集
う
学
生
や
海
外
か
ら
の
留
学
生
と
と
も
に
暮
ら
す
1年
間

の
寮
生
活
。さ
ま
ざ
ま
な
個
性
や
文
化
が
交
じ
り
合
う
毎
日
だ
か
ら
こ
そ
、互
い
の

理
解
が
必
要
と
な
り
、他
者
を
尊
重
す
る
心
も
芽
生
え
る
…
。豊
岡
に
い
な

が
ら
多
様
な
価
値
観
を
得
ら
れ
る
経
験
は
、本
学
で
し
か
得
ら
れ
な
い
も
の
。

学
生
時
代
に
築
か
れ
る
そ
の
強
固
な
ネ
ット
ワ
ー
ク
は
、将
来
の
あ
ら
ゆ
る
挑
戦

に
お
い
て
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

 
ま
た
、学
生
を
支
え
る
指
導
陣
も
芸
術
文
化
・
観
光
分
野
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
実
務
家
揃
い
。日
々
の
学
び
を
通
し
て
た
くさ
ん
の“
本
物
”に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。リ
ア
ル
な
学
び
と
出
会
い
か
ら
磨
か
れ
る
視
点
は
、現
代
に
あ
ふ

れ
か
え
る
情
報
を
見
極
め
、選
び
抜
く
力
と
な
る
も
の
。有
益
な
情
報
と
情
報
を

結
び
つ
け
、新
た
な
概
念
や
価
値
を
創
造
で
き
る
人
材
が
、こ
こ
か
ら
数
多
く

育
っ
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
、留
学
制
度
が
充
実
し
、海
外
研
修
な
ど
も
さ
か
ん
に
行
っ
て
い
ま

す
。多
様
な
学
生
生
活
の
中
で
、き
っ
と
あ
な
た
は
将
来
の
選
択
肢
に
悩
む

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。で
も
大
丈
夫
。そ
れ
こ
そ
が
私
た
ち
が
皆
さ
ん
に
届
け

た
い“
正
し
い
迷
い
”で
す
。身
近
な
地
域
で
も
遠
い
世
界
で
も
い
い
。自
分

の
成
長
や
経
験
を
還
元
で
き
る
未
来
と
出
合
え
る
よ
う
、本
学
で
可
能
性
に

満
ち
た
4年
間
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
！

学
び
の
中
で
実
感
す
る
地
域
貢
献
の
喜
び

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
の
学
び

　
芸
術
文
化
と
観
光
に
は
人
を
楽
し
ま
せ
る
力
が
あ
り
ま
す
。「
世
界
の
人
を々

笑
顔
に
す
る
」と
い
う
願
い
と
と
も
に
、豊
岡
市
に
本
学
が
開
学
し
て
５
年
。関

わ
り
に
あ
ふ
れ
た
毎
日
の
中
で
実
践
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
み
、そ
れ

ぞ
れ
の
活
躍
分
野
へ
と
巣
立
っ
た
1期
生
達
は
、す
で
に
社
会
か
ら
高
い
評
価

を
得
て
い
ま
す
。そ
の
舞
台
も
地
域
を
支
え
る
公
務
員
か
ら
世
界
的
な
テ
ー
マ

パ
ー
ク
ま
で
驚
く
ほ
ど
多
彩
。本
学
の
目
標
は
絵
に
描
い
た
餅
で
は
な
い
と
、卒

業
生
の
活
躍
が
証
明
し
て
く
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょう
。

　
で
は
な
ぜ
社
会
で
求
め
ら
れ
る
人
材
が
育
つ
の
か
？
 そ
の
理
由
は
芸
術
文

化
と
観
光
が
融
合
し
た
学
び
に
あ
り
ま
す
。地
域
活
性
化
や
イ
ン
バ
ウ
ンド
の
拡

大
な
ど
、社
会
の
成
長
を
観
光
か
ら
図
る
う
え
で
芸
術
文
化
は
大
切
な
要
素
の

ひ
と
つ
で
す
。芸
術
文
化
に
関
す
る
知
識
・
感
性
と
、集
客
や
広
報
を
マ
ネ
ジ
メ

ント
で
き
る
観
光
・
経
営
の
実
務
ス
キ
ル
。意
識
の
高
い
仲
間
と
互
い
の
得
意

分
野
を
発
揮
し
合
い
、さ
ま
ざ
ま
な
地
域
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、学
生

た
ち
は
ど
ん
な
問
題
に
も
対
峙
で
き
る
可
能
性
を
身
に
つ
け
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、「
豊
岡
演
劇
祭
」の
開
催
を
は
じ
め
、地
域
・
企
業
・自
治
体
と
連
携
し

た
実
践
学
習
の
場
が
年
々
充
実
し
て
い
る
ほ
か
、多
彩
な
留
学
制
度
や
、多

様
な
国
際
体
験
が
行
え
る
P
iT
※
の
導
入
な
ど
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際
性
も
刺

激
的
な
進
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。大
学
は
地
域
社
会
に
広
く
貢
献
で
き
る
。そ

の
モ
デ
ル
を
世
界
に
示
せ
る
よ
う
、今
後
も
学
生
と
と
も
に
大
学
づ
くり
に
励
み

続
け
ま
す
。

1期
生
の
活
躍
が
本
学
の
実
力
を
証
明

※
P
iT
の
詳
細
は
P
23
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

芸
術
文
化
と

観
光
の
発
展
が
、

世
界
の
人
々
を

笑
顔
に
す
る
。

学
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

C
O
N
T
E
N
T
S

本
学
の
略
称「
C
AT
」は
、英
語
名
称「
Pr
of
es
si
on
al
 C
ol
le
ge
 o
f 
A
rt
s 
an
d 
To
ur
is
m
」の
単
語
頭
文
字
か
ら
構
成
さ
れ
、開
学
時
か
ら
大
切
に
し
て
い
る
教
育
理
念
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
学
生
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
2
0
2
6
年
2月
～
3月
取
材
時
の
も
の
で
す
。

「
C
AT
っ
て
ど
ん
な
大
学
？
」

実
習
紹
介

リ
ア
ル
相
関
図

卒
業
生
オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
の
学
び

学
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

P
01

P
03

P
07

P
09

P
11

P
12

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

C
AT
の
特
徴

芸
術
文
化
分
野
紹
介

観
光
分
野
紹
介

教
員
紹
介

国
際
交
流

P
13

P
15

P
17

P
19

P
21

P
23

地
域
連
携
・
社
会
貢
献

施
設
・
設
備

学
生
寮

キ
ャ
リ
ア
支
援

入
試

P
24

P
25

P
26

P
27

P
29

芸
術
文
化
と
観
光
、理
論
と
実
践
を
架
橋
し
、

新
た
な
“価
値
”を
創
造
す
る
。

舞
台
や
劇
場
の
演
出
、ア
ート
マ
ネ
ジ
メ
ント
、ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
や
観
光
ま
ち
づ
く
り
と
い
っ
た
専
門
分
野
を
学
び
、

「
体
験
価
値
」の
創
出（
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
）に
実
践
的
に
取
り
組
み
、魅
力
的
な
地
域
や
社
会
を
創
出
し
て
い
け
る
力
を
身
に
つ
け
、

芸
術
文
化
と
観
光
を
活
か
し
た
持
続
可
能
な
地
域
・
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る

「
分
か
る
」や
「
理
解
す
る
」だ
け
で
な
く「
身
に
つ
け
る
」の
が
専
門
職
大
学
の
特
徴
で
す
。

19
62
年
東
京
生
ま
れ
。国
際
基
督
教
大
学
教
養
学
部
卒
業
。

劇
作
家
・
演
出
家
・
青
年
団
主
宰
。青
森
県
立
美
術
館
館
長
。

豊
岡
演
劇
祭
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル・
デ
ィレ
ク
タ
ー
。1
99
5年
『
東
京

ノ
ート
』で
第
39
回
岸
田
國
士
戯
曲
賞
受
賞
。2
00
0年
以
降
フ

ラ
ン
ス
、韓
国
、中
国
、ベ
ル
ギ
ー
な
ど
の
海
外
と
交
流
を
盛
ん

に
行
う
。ま
た
、桜
美
林
大
学
、大
阪
大
学
、四
国
学
院
大
学
、

東
京
藝
術
大
学
で
教
鞭
を
取
り
、2
02
1年
４
月
よ
り
現
職
。

Pr
o

fi
le

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学
 学
長
　

平
田
 オ
リ
ザ

O
ri

za
 H

ir
at

a

表
紙
を
飾
る
の
は
、地
域
連
携
事
業
の
演
劇
作
品『
星
の
ク
ラ
イ
マ
ー
～
植
村
直
己
』に
携
わ
っ
た
学
生
た
ち
。実
際
の
上
演
会
場
で
あ
り
、

普
段
は
学
び
舎
とし
て
親
し
ま
れ
る「
学
術
情
報
館
」で
の
日
常
の
ひ
と
コ
マ
を
切
り
取
り
まし
た
。 
※
本
事
業
の
詳
細
は
 P
2
4
 を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

表
紙
に
つ
い
て

実
践

理
論

観
光

芸
術
文
化

経
営
・
情
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
語
学

体
験
価
値
の

創
出

©ト
モ
カ
ネ
ア
ヤ
カ
 /
 提
供
：
豊
岡
演
劇
祭

実
行委
員会

©ト
モカ
ネ
ア
ヤ
カ

1
1

1
2
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職 業 専 門 科 目 職 業 専 門 科 目

芸 術 文 化 分 野 観 光 分 野

入  学

基
礎

成
長

発
展

応
用

基
礎
科
目

思
考
と
行
動
の
基
礎
と
な
る
リ
テ
ラ
シ
ー
科
目
、新
た
な
価
値
創
造
に
つ
な
が
る
問
題
意
識
の
醸
成
に

よ
る
着
想
や
深
い
思
考
を
喚
起
す
る
知
的
創
造
性
科
目

知
と
表
現
の
デ
ザ
イ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習

英
語
 等

必 必 必

「 芸 術 文 化 」「 観 光 」 か ら 主 と な る 専 攻 を 決 め る

芸 術 文 化 学 士 （ 専 門 職 ） 観 光 学 士 （ 専 門 職 ）

■
芸
術
文
化
と
観
光

■
芸
術
文
化
・
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
クト
実
習

■
地
域
創
生
論

■
専
門
演
習

相
互
ア
プ
ロ
ー
チ
科
目

ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー

科
目

芸
術
文
化
分
野
で
の
キ
ャ
リ

ア
を
選
択
す
る
学
生
に
と
っ
て

必
要
な
観
光
分
野
の
専
門

知
識
、技
能
、あ
る
い
は
観
光

分
野
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
選
択
す

る
学
生
に
と
っ
て
必
要
な
芸

術
文
化
分
野
の
知
識
、技
術

を
身
に
つ
け
る
科
目

芸 術 文 化 専 攻 観 光 専 攻

■
 演
技
論

■
 演
劇
教
育
論

■
 文
化
施
設
運
営
論

■
 舞
台
芸
術
論

■
 演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
習

■
 劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
実
習

■
 総
合
芸
術
文
化
実
習
 等

芸
術
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ント
能
力
、観
光

マ
ネ
ジ
メ
ント
能
力
及
び
新
た
な
価
値

を
創
造
す
る
能
力
を
養
成
す
る
科
目

■
 観
光
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ント
論

■
 宿
泊
産
業
論

■
 デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
論

■
 地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
論

■
 宿
泊
業
実
習

■
 観
光
プ
ロ
ジ
ェ
クト
立
案
演
習

■
 地
域
連
携
実
習
 等

（
科
目
名
は
2
0
2
6
年
度
現
在
）

展
開
科
目

多
様
性
を
理
解
し
相
互
に
支
え
合
う
、安
心
・
安
全

で
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
力
を
養
成

す
る
科
目

●
 世
界
を
知
る

●
 地
域
の
医
療
と
福
祉

●
 地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
くり

●
 い
ま
を
生
き
る
た
め
の
倫
理
学

●
 持
続
可
能
な
社
会

●
 地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
論

●
 国
際
防
災
論

●
 Ｎ
Ｐ
Ｏ・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
国
際
社
会

●
 消
費
者
保
護
の
法
と
実
務

●
 生
と
死
の
倫
理
学

●
 兵
庫
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
防
災

●
 地
域
資
源
の
保
全
と
活
用
 等

総 合 科 目 専 攻 の 異 な る 複 数 の 教 員 に よ る 指 導 で 、 芸 術 文 化 と 観 光 に 関 す る

課 題 の 設 定 と 解 決 策 の 立 案 、 発 表 を 行 う 実 践 的 、 総 合 的 科 目

■ 総 合 演 習 等

卒 業 （ 1 2 9 単 位 ）

就 　 職 大 学 院 等 進 学

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

芸
術
文
化
・
観
光
学
部

芸
術
文
化
・
観
光
学
科

（
4
年
制
／
入
学
定
員
8
0
人
）

本
学
独
自
の
多
彩
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

本
学
は「
芸
術
文
化
」と
「
観
光
」の
両
方
を
1
つ
の
学
部
・
学
科
で
学
ぶ
日
本
で
初
め
て
の
学
び
の
場
に
な
り
ま
す
。2
年
次
か
ら
は
、芸
術
文
化
分
野
あ
る
い
は

観
光
分
野
の
ど
ち
ら
か
を
軸
に
お
き「
主
と
な
る
専
攻
」と
し
て
分
野
の
専
門
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、も
う
一
方
の
分
野
の
知
識
・
技
能
を「
副
と
な
る
専
攻
」と
し
て

学
び
ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
両
分
野
の
視
点
を
持
っ
た
人
材
を
育
て
ま
す
。

1
年
次
は
芸
術
文
化
、観
光
、経
営
の
基
本
や
関
連
性
を
学
べ
る
の
で
、自
分
の
興
味
や
適
性
を
知
っ
た
う
え
で
2
年
次
の
専
攻
を

選
べ
ま
し
た
。専
攻
の
枠
を
超
え
た
学
び
も
多
く
、興
味
深
く
知
識
や
視
野
を
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

在
学
生
の
声

コ ア 科 目 群

■
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概
論

■
文
化
施
設
運
営
論

基
礎
と
な
る

芸
術
文
化
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

■
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
入
門

■
会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
入
門

■
事
業
創
造
入
門

価
値
創
造
の
能
力

■
観
光
学
概
論

■
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

基
礎
と
な
る

観
光
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

1
3

1
4
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新
た
な
学
び
の
ス
タ
イ
ル「
ク
ォ
ー
タ
ー
制
」

「
理
論
」と
「
実
践
」の
相
乗
効
果

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、１
年
を
４
期
に
区
分
す
る「
ク
ォ
ー
タ
ー
制
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。「
理
論
」と
「
実
践
」を
繰
り
返
す
新
た
な
学
び
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。第
１・
第
３
ク
ォ
ー

タ
ー
は
講
義
、演
習
科
目
、第
２・
第
４
ク
ォ
ー
タ
ー
は
実
習
科
目
や
集
中
講
義
、海
外
留
学
を
配
置
。講
義
で
学
ん
だ「
理
論
」を
踏
ま
え
、実
習「
実
践
」に
臨
む
こ
と
で

主
体
的
で
深
い
学
び
を
実
現
し
ま
す
。

ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育

演
劇
的
手
法
を
使
っ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
磨
く

１
年
次
に
全
員
が
演
劇
的
手
法
に
よ
る「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
」を
履
修
。演
劇
を
活
用
し
て
表
現
力

な
ど
を
身
に
付
け
、多
様
な
人
と々
の
交
流
が
必
要
な
、こ
れ
か
ら
の
社
会
で
必
須
と
な
る
異
な
る
価
値
観

の
間
を
つ
な
ぐ「
対
話
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」を
養
成
し
ま
す
。ま
た
、１
年
次
は
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
方
式

の
全
寮
制
とし
、学
生
同
士
の
交
流
を
通
じ
て
、協
働
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
い
ま
す
。

小
さ
な
世
界
都
市
・
豊
岡
を
抱
く

兵
庫
県
北
部「
但
馬
の
地
」で
国
際
感
覚
を
磨
く

現
在
、韓
国
の
中
央
大
学
校
と
の
交
換
留
学
で
は
相
互
に
学
生
の
派
遣
と
受
け
入
れ
を
行
う
と
と
も
に
、

海
外
実
習
で
はド
イ
ツ
の
ト
リ
ア
大
学
や
台
湾
の
建
国
科
技
大
学
な
ど
で
現
地
の
実
務
や
運
営
に
つ
い

て
学
ん
で
い
ま
す
。１
、２
年
次
に
は
少
人
数
で
の
集
中
的
な
語
学
教
育
で
高
い
語
学
力
を
養
成
。海
外
で

の
語
学
実
習
、学
習
分
野
に
応
じ
た
海
外
実
習
、学
生
寮
に
お
け
る
留
学
生
と
の
日
常
的
な
交
流
を
通
じ

て
、多
様
な
価
値
観
を
培
い
つ
つ
、地
域
の
ヒト
・
モ
ノ・
価
値
を
世
界
と
つ
な
ぐ
展
開
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

世
界
に
広
が
る
学
び
の
舞
台

理
論
と
実
践
を
繰
り
返
し
、知
識
も
実
践
力
も
身
に
つ
け
る

C
A
T
の
特
徴

3カ
月
間
ず
つ
理
論
と
実
践
を
繰
り
返
す
ク
ォ
ー
タ
ー
制
は
、学
ん
だ
知
識
を
す
ぐ
現
場
で
試
せ
る
の
が
面
白
い
と
こ
ろ
。自
分
の
成
長

を
実
感
で
き
る
し
、実
践
で
生
ま
れ
た
疑
問
も
少
人
数
制
の
授
業
で
し
っ
か
り
解
消
で
き
ま
す
。

在
学
生
の
声

●
実
習
経
験
を
も
と
に
し
た
、
新
た
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
に
挑
む

●
“
商
品
化
”
を
目
標
に
し
た
創
造
的
な

実
習
で
、ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ

●
個
人
単
位
の
実
習
を
一
部
開
講
。
よ
り

深
い
知
識
・
技
能
を
習
得
し
、
主
体
的

な
創
造
的
実
践
力
を
育
て
る

創
る
・
活
か
す

第
3
段
階
（
3・
４
年
配
当
）

考
え
る

●
観
光
：
業
態
ご
と
の
企
画
作
成

●
芸
術
文
化
：
自
主
的
な
企
画
作
成

●
地
域
：
課
題
解
決
策
の
作
成

●
業
界
・
地
域
の
理
解
を
深
め
、
課
題

を
直
接
学
び
な
が
ら
、
特
殊
性
に
応

じ
た
業
務
を
遂
行
で
き
る
実
践
力
・

応
用
力
を
育
て
る

第
2
段
階
（
2
年
配
当
）

●
観
光
、
芸
術
文
化
の
業
界
を
対
象
に
、

現
場
の
理
解
を
深
め
る
実
習
か
ら
、
利

用
者
視
点
と
事
業
者
視
点
と
の
差
異
に

気
づ
く

●
専
門
分
野
の
知
識
・
技
能
を
磨
く
実
習

に
よ
り
、学
修
へ
の
動
機
づ
け
を
高
め
る

気
づ
く

第
1
段
階
（
1
年
配
当
）

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
型
の
実
習
で
、
高
い
実
践
力
を
着
実
に
習
得

学
び
の
ス
タ
イ
ル

春 期 休 暇4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2
月

3月

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ブ
リ
ッ
ジ

実
習

集
中
講
義

海
外
語
学
研
修
 等

実
習

集
中
講
義

海
外
語
学
研
修
 等

冬 期 休 暇

夏 期 休 暇

講
義

演
習

講
義

演
習

第
1ク
ォ
ー
タ
ー

第
2ク
ォ
ー
タ
ー

第
3ク
ォ
ー
タ
ー

第
4ク
ォ
ー
タ
ー

理
　
論

実
　
践

地
域
と
の
連
携
と
実
践
的
な
体
験

芸
術
と
観
光
を
活
か
し
、地
域
活
性
化
に
挑
戦

国
際
的
な
演
劇
祭『
豊
岡
演
劇
祭
』へ
の
参
加
を
は
じ
め
、芸
術
文
化
と
観
光
資

源
が
溢
れ
る
但
馬
地
域
と
密
接
に
連
携
。地
域
の
人
々
と
関
わ
る
実
習
を
通
し
て
、

芸
術
文
化
と
観
光
を
地
域
活
性
化
に
生
か
す
手
法
を
身
に
つ
け
ま
す
。学
生
が
主
体

的
に
挑
戦
で
き
る
取
り
組
み
も
数
多
く
、学
ぶ
楽
し
さ
と
地
域
貢
献
の
や
り
が
い
を
感

じ
な
が
ら
、人
間
的
に
も
大
き
く
成
長
で
き
ま
す
。

現
場
の
中
で
学
ぶ
実
習
は
、年
間
8
0
0
時
間
以
上

芸
術
文
化
と
観
光
の
現
場
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
授
業
を

設
置
。し
か
も
、そ
の
1
/3
（
8
0
0
時
間
以
上
）を
実
習
に
充
て
、現
場
で
生

き
る
真
の
実
践
力
を
養
い
ま
す
。旅
行
会
社
や
宿
泊
施
設
、劇
場
、地
方
自
治

体
な
ど
、そ
の
実
習
先
も
多
彩
で
、実
際
の
業
務
や
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と

で
、た
だ
の
現
場
体
験
で
は
得
ら
れ
な
い
高
い
ス
キ
ル
を
磨
け
ま
す
。

丁
寧
で
き
め
細
か
な
指
導
体
制

理
解
を
深
め
る
少
人
数
教
育

講
師
陣
も
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
ダ
ン
サ
ー
・
演
劇
人
を
は
じ
め
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
、起
業
や
団
体
設
立
な
ど
の
豊
富
な
経
験
を
も
つ
多
彩
な
実
務
家
教
員
が
数
多
く
在
籍
。１
学
部
１

学
科
8
0
人
で
編
成
し
、原
則
、全
科
目
を
4
0
人
以
下
で
行
う
徹
底
し
た
少
人
数
教
育
を
実
施
。教
員

と
学
生
の
顔
の
見
え
る
関
係
と
き
め
細
か
な
指
導
を
通
じ
て
学
び
を
深
め
、高
い
教
育
効
果
を
実
現
し

ま
す
。

ま
た
、１
年
次
は
ク
ラ
ス「
担
任
制
」（
１
ク
ラ
ス
1
3
名
程
度
）、
２
年
次
は
予
め
大
学
で
指
定
し
た
担
当

教
員（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）、
３
、４
年
次
は「
専
門
演
習
」「
総
合
演
習
」の
ゼ
ミ
担
当
教
員

が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
り
全
面
的
に
サ
ポ
ート
し
ま
す
。ま
た
、１
、２
年
次
に
集
中
的
な
語
学
教
育
の
少

人
数（
1
5
人
程
度
）指
導
な
ど
一
貫
し
た
少
人
数
指
導
体
制
を
確
立
し
、第
一
線
の
講
師
陣
と
交
流

し
な
が
ら
、理
論
と
実
践
を
修
得
で
き
ま
す
。

1
5

1
6
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芸
術
文
化
の
可
能
性
を
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
追
究

芸
術
文
化
分
野
紹
介

舞
台
表
現
は
も
ち
ろ
ん
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、芸
術
文
化
の
ビ
ジ
ネ
ス
的
な
側
面
を
理
解
で
き
ま
す
。

目
の
前
の
学
び
が
ど
ん
な
仕
事
や
現
場
に
役
立
つ
か
を
知
れ
る
の
で
、意
欲
的
に
授
業
に
取
り
組
め
ま
し
た
。

在
学
生
の
声

P
IC
K
U
P
 C
L
A
S
S

芸
術
文
化
分
野
 授
業
紹
介

文
化
施
設
、文
化
団
体
、文
化
イ
ベ
ント
の
運
営
方

法
か
ら
、芸
術
・
文
化
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
の

可
能
性
ま
で
、社
会
と
芸
術
・
文
化
の
つ
な
が
り
を

幅
広
い
視
点
か
ら
学
習
。過
去
の
事
例
も
参
考
に

し
な
が
ら
、ア
ート
マ
ネ
ジ
メ
ント
の
定
義
や
ア
ート
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事
に
関
し
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
実
務
に
必
要
な
、文
化
施

設
の
企
画
・
管
理
運
営
の
手
法
に
つ
い
て
、経
営
・

法
律
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
な
ど
の
側
面
か
ら
多
角
的
に

学
び
ま
す
。グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
劇
場
に
関
わ
る

あ
ら
ゆ
る
人
々
の
視
点
か
ら
討
論
を
重
ね
、社
会
に

お
け
る
文
化
施
設
の
役
割
を
と
も
に
考
え
ま
す
。

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
の
基
礎
か
ら
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
通
し
て
同
分
野
へ

の
視
野
を
広
げ
ま
す
。舞
台
芸
術
の
ダ
ン
ス
を
中

心
に
、音
楽
や
美
術
、A
I・
ロ
ボ
ット
と
い
っ
た
最
新

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
の
関
わ
り
に
も
迫
る
な
ど
、多
様
な

学
び
の
テ
ー
マ
に
触
れ
ら
れ
る
授
業
で
す
。

ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概
論

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
概
論

文
化
施
設
運
営
論

自
己
探
求
を
重
ね
て
、

ゆ
っ
く
り
と
見
つ
け
た

私
と
演
劇
と
の
関
わ
り
方

劇
団
関
係
者
と
親
し
い
両
親
の
影
響
で
幼
少
期
か
ら
演
劇

に
親
し
み
、一
時
期
暮
ら
し
た
ロ
ンド
ン
で
も
現
地
の
作
品
に

数
多
く
触
れ
ま
し
た
。国
内
外
の
劇
場
文
化
の
違
い
を
学
び

た
い
、そ
し
て
地
域
と
の
関
わ
り
も
楽
し
み
た
い
…
と
選
ん
だ

C
A
Tで
は
、1
年
次
か
ら
幅
広
い
課
外
活
動
に
参
加
。し
か
し
、

視
野
を
広
げ
る
あ
ま
り
将
来
の
道
が
見
つ
け
ら
れ
ず
に
い
ま

し
た
。そ
ん
な
私
を
支
え
て
く
れ
た
の
が
２
つ
の
ゼ
ミ
活
動
で
す
。

自
己
探
求
が
テ
ー
マ
で
あ
る
大
野
ゼ
ミ
で
は
、ゲ
スト
ス
ピ
ー

カ
ー
で
あ
る
業
界
の
方
の
講
義
を
通
し
て
、制
作
現
場
の

実
情
を
理
解
し
な
が
ら
自
分
の
興
味
を
再
確
認
。ま
た
、S
A
※

で
参
加
し
た
杉
山
ゼ
ミ
の
活
動
で
は
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
上
演

に
携
わ
っ
た
こ
と
で「
安
全
·安
心
な
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
環
境
」

へ
の
関
心
が
生
ま
れ
ま
し
た
。ア
メリ
カ・
ケ
ント
州
立
大
学
で

の
海
外
研
修
で
も
、性
や
暴
力
な
ど
身
体
的
・
精
神
的
な
境
界

に
関
わ
る
シ
ー
ン
の
調
整
役
を
担
う
イ
ン
テ
ィ
マ
シ
ー
・
デ
ィ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
触
れ
る
機
会
が
あ
り
、現
在
も
多
角
的
な
視
点

か
ら
専
門
的
に
追
究
を
続
け
て
い
ま
す
。今
後
も
国
内
外
で

見
識
を
広
げ
、い
つ
か
世
界
と
豊
岡
を
結
ぶ
プ
ロ
ジ
ェ
クト
に

携
わ
り
た
い
で
す
。

※
S
A（
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）：
教
員
と
連
携
し
て
授
業
・
実
習
の
補
助
や

　
下
級
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
担
当
す
る
制
度

ク リ エ ー シ ョ ン の 現 場 に 、

　 安 心 ・ 安 全 を 届 け る た め に

芸
術
文
化
分
野
 ゼ
ミ
の
研
究
テ
ー
マ
例
（
2
0
2
6
年
度
）

●「
芸
術
と
社
会
の
関
り
に
関
す
る
視
野
を
広
げ
、考
察
を
深
め
る
」（
李
ゼ
ミ
）

●「
歴
史
や
芸
術
文
化
資
源
を
活
用
し
た
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」（
今
井
ゼ
ミ
）

●「
音
楽
・
舞
台
芸
術
と
社
会
・
文
化
政
策
の
関
係
を
多
角
的
に
研
究
す
る
」（
大
野
ゼ
ミ
）

●「
文
化
施
設
の
現
場
で
求
め
ら
れ
る
知
識
・
技
術
、社
会
の
見
方
の
基
礎
を
養
う
」（
尾
西
ゼ
ミ
）

●「
上
演
芸
術
作
品
の
制
作
と
発
表
を
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
水
準
で
行
え
る
よ
う
に
す
る
」（
児
玉
ゼ
ミ
）

●「
セ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
・
舞
台
芸
術
に
関
わ
る
作
品
制
作
や
セ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
含
む

　
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
型
の
実
践
の
た
め
の
基
礎
ス
キ
ル
と
副
論
文
作
成
、ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
作
成

　
の
た
め
の
基
礎
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
」（
杉
山
ゼ
ミ
）

● 「
都
市
の
ア
ー
ト
性
と
地
方
の
カ
ル
チ
ャ
ー
性
の
観
点
か
ら
社
会
的
な
課
題
を
考
え
る
」（
藤
本
ゼ
ミ
）

●「
多
文
化
社
会
に
お
け
る
課
題
や
可
能
性
を
多
角
的
に
と
ら
え
る
力
を
養
う
」（
姚
ゼ
ミ
）

關
さ
ん
の
時
間
割（
2
年
次
）

観
光
系
科
目
群

芸
術
文
化
系
科
目
群

第
2ク
ォ
ー
タ
ー
(実
践
)

言
語
表
現
論

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
実
習（
ニ
ジ
ゲ
ン
ノ
モ
リ
）

科
目

日
程

7
月
2
2日
～
2
4日

8
月
5日
～
9
月
2
9日

第
4ク
ォ
ー
タ
ー
(実
践
)

劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
実
習
2（
江
原
河
畔
劇
場
）

科
目

日
程

2
月
6日
～
1
7日

第
1ク
ォ
ー
タ
ー
(理
論
)

月
火

木
水

金

観
光
産
業
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

観
光
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

宿
泊
産
業
論

批
評
論

事
業
創
造
入
門

文
化
施
設
運
営
論

空
間
デ
ザ
イ
ン
入
門

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
入
門

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
論

舞
台
芸
術
入
門

舞
台
芸
術
実
習
A

舞
台
芸
術
実
習
A

舞
台
芸
術
実
習
A

１
限 2限 3限 4限 5限 第
3ク
ォ
ー
タ
ー
(理
論
)

月
火

木
水

金

身
体
表
現
論

地
域
創
生
論

演
劇
教
育
入
門

舞
台
芸
術
実
習
B

舞
台
芸
術
実
習
B

舞
台
芸
術
実
習
B

い
ま
を
生
き
る
た
め
の
倫
理
学

地
域
の
医
療
と
福
祉

世
界
の
文
化
政
策

地
域
に
お
け
る
多
文
化
共
生
の

ま
ち
づ
く
り

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
論

演
技
論

観
光
産
業
分
析

１
限 2限 3限 4限 5限
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末
本
 あ
お
い
 さ
ん

観
光
専
攻
 3
年
生

私
立
仁
愛
女
子
高
等
学
校

福
井
県
出
身

「
人
生
を
考
え
ら
れ
る
4
年
間
に
し
た
い
」。
そ
ん
な
目
標
を

抱
い
て
い
た
私
に
と
っ
て
、人
と
人
と
の
関
わ
り
が
深
く
、

観
光
を
通
し
た
地
域
創
生
に
も
携
わ
れ
る
C
A
Tは
理
想
の

大
学
で
し
た
。1
年
次
か
ら
力
を
入
れ
た
の
が
、豊
岡
地
域
で

開
催
さ
れ
る
公
演
の
広
報
活
動
を
行
う『
ひ
よ
コ
モ
ン
ズ
』の

サ
ー
ク
ル
活
動
で
す
。関
係
各
所
と
の
折
衝
や
イ
ベ
ント
運
営

の
プ
ロ
セ
ス
な
ど
、社
会
の
実
践
力
を
養
う
貴
重
な
機
会
と

な
り
、そ
の
経
験
は
日
々
の
学
び
に
も
活
き
ま
し
た
。ま
た
、

産
官
学
連
携
で
持
続
可
能
な
地
域
経
済
モ
デ
ル
の
確
立
を

め
ざ
す
坂
本
ゼ
ミ
で
は
、若
者
の
目
線
を
活
か
し
た
竹
野
地
域

周
遊
ツ
ア
ー
の
商
品
化
に
挑
戦
。地
域
の
想
い
に
応
え
る

や
り
が
い
と
と
も
に
、事
業
と
し
て
利
益
を
出
す
難
し
さ
も
痛

感
し
ま
し
た
が
、ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
意
欲
が
さ
ら
に
高
ま
り
ま
し
た
。

大
学
で
重
ね
た
活
動
を
形
に
残
し
た
い
と
、論
文
を
執
筆
し
て

学
会
で
も
発
表
。奨
励
賞
を
い
た
だ
け
た
の
は
、「
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
は
す
べ
て
物
に
す
る
」と
走
り
続
け
て
き
た
成
果
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。朝
ド
ラ
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
モ
デ
ル
に
な
る
よ
う
な

女
性
を
目
標
に
、目
の
前
の
挑
戦
を
大
切
に
し
て
社
会
に

大
き
な
功
績
を
残
し
た
い
と
思
い
ま
す
！

地
域
に
応
え
る
や
り
が
い
と
、

利
益
を
生
み
出
す
難
し
さ
。

そ
の
両
方
が
成
長
の
糧
に

夢 は 朝 ド ラ ヒ ロ イ ン の モ デ ル 。

　    今 後 の 社 会 に 大 き な 功 績 を

末
本
さ
ん
の
時
間
割（
2
年
次
）

第
2ク
ォ
ー
タ
ー
(実
践
)

旅
行
事
業
実
習
1（
藤
田
屋
）

ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
習
A

芸
術
文
化
・
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
習
２（
豊
岡
演
劇
祭
）

科
目

日
程

7
月
2
9日
～
8
月
9日

8
月
2
6日
～
9
月
1日

7
月
～
9
月

第
4ク
ォ
ー
タ
ー
(実
践
)

宿
泊
業
実
習
2（
軽
井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

科
目

日
程

2
月

第
1ク
ォ
ー
タ
ー
(理
論
)

月
火

木
水

金

観
光
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

観
光
産
業
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

批
評
論

宿
泊
産
業
論

文
化
施
設
運
営
論

英
語
2
A

舞
台
芸
術
入
門

事
業
創
造
入
門

国
際
防
災
論

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
論

消
費
者
保
護
の
法
と
実
務

舞
台
芸
術
実
習
A

舞
台
芸
術
実
習
A

舞
台
芸
術
実
習
A

英
語
2
A

１
限 2限 3限 4限 5限

月
火

木
水

金

英
語
2Ｂ

美
学
美
術
史

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

観
光
地
理
学

ビ
ジ
ネ
ス
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
論

英
語
2Ｂ

地
域
創
生
論

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
析
論

舞
台
芸
術
実
習
B

舞
台
芸
術
実
習
B

舞
台
芸
術
実
習
B

１
限 2限 3限 4限 5限第
3ク
ォ
ー
タ
ー
(理
論
)

観
光
系
科
目
群

芸
術
文
化
系
科
目
群

地
域
を
豊
か
に
す
る
観
光
の
新
た
な
価
値
を
創
造

観
光
分
野
紹
介

入
学
前
は
観
光
＝
旅
行
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、豊
か
な
地
域
づ
く
り
や
過
疎
化
問
題
の
解
消
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
形
で

社
会
貢
献
に
携
わ
れ
る
こ
と
を
実
感
。地
元
を
元
気
に
し
た
い
と
い
う
想
い
が
一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。

在
学
生
の
声

P
IC
K
U
P
 C
L
A
S
S

観
光
分
野
 授
業
紹
介

2
0
2
5
年
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
額
が
過
去
最
高

を
記
録
す
る
な
ど
、観
光
事
業
は
今
や
日
本
を
支
え

る
産
業
の
柱
で
す
。こ
の
授
業
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
３
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
か
ら
現
代
の
成
功
例
に
迫
り
、観
光
が
も
た

ら
す
効
果
や
観
光
事
業
の
構
造
を
理
解
し
ま
す
。

地
域
振
興
を
支
え
る
観
光
関
連
産
業
。そ
の
特
有

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
基
礎
の
理
論
を
学

ぶ
と
と
も
に
、さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
ヒ
ン
ト
に
理
論
の

応
用
法
を
探
り
ま
す
。観
光
地
に
旅
行
者
を
誘
致

す
る
た
め
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て
も
、基
本
的
な
理
念
を
理
解
し
ま
す
。

観
光
サ
ー
ビ
ス
業
が
今
後
さ
ら
に
成
長
す
る
た
め
に

は
、そ
こ
に
関
わ
る“
人
”の
活
躍
が
不
可
欠
で
す
。

旅
行
産
業
・
観
光
産
業
で
中
核
的
な
役
割
を
担
う

人
材
と
な
れ
る
よ
う
、観
光
サ
ー
ビ
ス
の
戦
略
や
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
な
ど
を
幅
広
く
学
び
、あ
ら
ゆ
る

課
題
に
対
応
で
き
る
実
践
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

観
光
学
概
論

観
光
サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

観
光
産
業
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

観
光
分
野
 ゼ
ミ
の
研
究
テ
ー
マ
例
（
2
0
2
6
年
度
）

●「
経
営
に
関
す
る
様
々
な
理
論
や
ビ
ジ
ネ
ス
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
学
ぶ
」（
荒
木
ゼ
ミ
）

●「
ビ
ジ
ネ
ス（
経
営
）の
視
点
か
ら『
ヒ
ト
』と
『
サ
ー
ビ
ス
』に
関
わ
る
こ
と
を
題
材
に
研
究
」（
小
熊
ゼ
ミ
）

●「
ビ
ジ
ネ
ス
の
視
点
か
ら
芸
術
文
化
・
観
光
を
考
え
て
み
る
」（
小
畑
ゼ
ミ
）

●「
経
営
革
新
・
創
業
に
お
い
て
、自
ら
構
想
し
た
事
業
計
画
を
策
定
で
き
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
」（
瓶
内
ゼ
ミ
）

●「
身
近
な
地
域
の
観
光
資
源
を
調
査
し
て
理
解
を
深
め
、観
光
振
興
に
役
立
て
る
」（
塩
川
ゼ
ミ
）

●「
地
域
の
観
光
を
産
業
・
社
会
・
文
化
の
観
点
か
ら
捉
え
、持
続
可
能
な
観
光
地
域
経
営
の

　
 あ
り
方
を
探
求
」（
島
津
ゼ
ミ
）

●「
地
域
活
性
化
を
目
指
し
た
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

　
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
実
践
的
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

　
社
会
実
験
を
伴
う
形
で
学
際
的
に
考
察
」（
髙
橋
伸
佳
ゼ
ミ
）

●「
観
光
者
心
理
に
関
す
る
調
査
法
」（
直
井
ゼ
ミ
）

●「
観
光
、演
劇
、ダ
ン
ス
、ま
ち
づ
く
り
な
ど
、一
人
ひ
と
り
の
テ
ー
マ
に

　
 社
会
学
や
人
類
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
探
究
」（
西
﨑
ゼ
ミ
）

●「
言
語
学
、言
語
景
観
や
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
」（
傳
ゼ
ミ
）

1
9

2
0
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教 員 一 覧

芸 術 文 化

今
井
 祐
子
　
古
賀
 弥
生
　
平
田
 オ
リ
ザ

教
授

李
 知
映
　
大
野
 は
な
恵
　
尾
西
 教
彰
　

木
田
 真
理
子
　
児
玉
 北
斗
　
杉
山
 至
　

藤
本
 悠
　
 姚
 瑶

准
教
授

岡
元
 ひ
か
る
　
島
村
 和
秀
　
山
谷
 典
子

助
教

石
井
 路
子
　
井
原
 麗
奈
　
鎌
田
 麻
衣
子
　
河
村
 竜
也
　

近
藤
 の
ぞ
み
　
寺
田
 卓
矢
　
深
澤
 南
土
実
　
山
内
 健
司

講
師

観 光･ 経 営

助
教

安
藤
 竜
　
小
島
 寛
大
　
夏
 世
明

教
授

荒
木
 利
雄
　
小
熊
 英
国
　
塩
川
 太
郎
　
髙
橋
 伸
佳
　
直
井
 岳
人
　
西
﨑
 伸
子

小
畑
 克
典
　
瓶
内
 栄
作
　
島
津
 太
一
　
富
樫
 佳
織
　
傅
 建
良

准
教
授

高
橋
 加
織
　
崔
 光
雄
　
野
津
 直
樹

講
師

各
分
野
を
代
表
す
る
プ
ロ
た
ち
が
指
導
陣
に
集
結

教
員
紹
介

世
界
で
も
有
名
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
テ
レ
ビ
で
見
た
経
営
者
な
ど
、と
に
か
く
先
生
の
顔
ぶ
れ
が
豪
華
! 
リ
ア
ル
な
経
験
談
の
数
々
に

興
味
津
々
で
す（
笑
）。
高
校
以
上
に
先
生
と
の
距
離
が
近
い
こ
と
に
も
感
動
し
ま
し
た
。

在
学
生
の
声

文
化
施
設
運
営
論
、
芸
術
文
化
・
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
習
、
舞
台
芸
術
実
習
、

劇
場
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
実
習
、
総
合
芸
術
文
化
実
習

主
な
担
当
科
目

文
化
施
設
の
現
場
で
は
、地
域
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
向
き
合
い
、そ
れ
に
応
え
る
ア
イ
デ
ア
を
形
に
し

て
い
く
力
が
必
要
で
す
。企
画
力
、調
整
力
な
ど
、活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

授
業
で
は
、こ
うし
た
力
を
、座
学
と
実
習
の
両
面
か
ら
リ
ア
ル
に
学
習
。私
自
身
の
現
場
経
験
も
た

くさ
ん
紹
介
し
て
、ア
ート
を
仕
事
に
す
る
喜
び
、ワ
ク
ワ
ク
感
が
伝
わ
る
授
業
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ア
ー
ト
を
活
か
し
て
地
域
を
つ
く
る
喜
び
を
知
る

ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト

尾 西 教 彰 准 教 授
尾
西
ゼ
ミ
の
学
び
方

時
代
の
空
気
、
人
の
好
み
を
捉
え
る
力
や

発
想
力
を
育
て
る
た
め
に
、
地
域
の
文
化

資
源
の
探
訪
、今
注
目
さ
れ
て
い
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
芸
術
作

品
の
企
画
・上
演
に
も
挑
戦
し
ま
す
。

プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
国
内
外
で
活
動
と
研
究
を
重
ね
た
経
験
を
生
か
し
、ダ
ン
ス
と
い
う
領
域

の
多
様
性
を
通
し
て
固
定
観
念
を
覆
す
よ
う
な
授
業
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。真
っ
暗
な
中
で
無

我
夢
中
に
踊
る
、そ
っ
と
静
か
に
体
を
休
め
る
…
な
ど
、実
践
で
挑
む
表
現
も
さ
ま
ざ
ま
。一
人

ひ
と
り
が
違
う
答
え
を
見
つ
け
、楽
し
む
こ
と
で
、き
っ
と
他
者
へ
の
理
解
も
生
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

ダ ン ス ・ 振 付

児 玉 北 斗 准 教 授

ダ
ン
ス
の
多
様
性
か
ら
固
定
観
念
を
覆
す

身
体
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
習
1・
2、
舞
台
芸
術
実
習
A～
D
、ダ
ン
ス
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
実
習
B、

身
体
表
現
論
、舞
台
芸
術
論

主
な
担
当
科
目

児
玉
ゼ
ミ
の
学
び
方

ソ
ロ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
作
品
制
作
が
テ
ー
マ
で
す
が
、そ
の
方
法
は
ダ
ン
ス
以
外
で

も
O
K！
漫
才
や
ラ
ッ
プ
な
ど
ゼ
ミ
生
も
幅
広
い
領
域
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
広
い
視
野

と
表
現
方
法
を
磨
い
て
、自
分
だ
け
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
形
に
し
て
く
だ
さ
い
。

観
光
資
源
実
習
、宿
泊
産
業
論
、宿
泊
業
実
習
A・
B、
旅
行
事
業
実
習
1、

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
実
習
、
海
外
実
習
A
、
旅
行
事
業
実
習
2

主
な
担
当
科
目

宿
泊
産
業
論
で
は
、宿
泊
業
で
大
切
な
こ
と
は
何
か
？
 そ
の
答
え
を
宿
泊
施
設
の
事
例
分
析
や
現
場
見
学

な
ど
を
通
し
て
多
角
的
に
考
察
。さ
ら
に
自
分
の
言
葉
で
考
え
、伝
え
る
力
を
育
む
た
め
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
重
ね
ま
す
。ま
た
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
実
習
で
は
、近
畿
圏
の
人
気
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
舞
台
に

接
客
を
経
験
す
る
実
習
も
用
意
。リ
ア
ル
な
環
境
の
中
で
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
精
神
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

宿
泊
業
界
に
求
め
ら
れ
る
知
識
と
心
を
磨
く

観 光
高 橋 加 織 講 師

学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

国
、
宗
教
、
文
化
…
。
異
な
る
背
景
を
持
つ
人
と々
関
わ
る
の
が
観
光
の
仕
事
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
多
文

化
共
生
の
視
点
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
が
集
う
C
AT
で
互
い
の
価
値
観
を
尊
重
し
あ

い
な
が
ら
、社
会
と
関
わ
る
力
を
育
て
て
く
だ
さ
い
。

生
成
A
Iを
活
用
し
た
文
章
の
書
き
方
、ア
ート
や
仮
想
通
貨
と
の
関
連
も
深
い
N
F
Tの
知
識
な
ど
、

実
生
活
に
役
立
つ
IC
Tの
活
用
術
を
取
り
あ
げ
て
、興
味
深
く
楽
し
め
る
授
業
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

生
成
A
Iが
普
及
す
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、苦
手
分
野
を
な
く
す
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。好

奇
心
を
持
っ
て
授
業
や
挑
戦
に
取
り
組
み
、視
野
を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。

情
報
処
理
演
習
、デ
ー
タ
分
析
論
、
地
域
情
報
論

主
な
担
当
科
目

文 化 情 報 学 ・ 地 域 創 生 論

藤 本 悠 准 教 授

身
近
な
IC
T
活
用
術
が
好
奇
心
を
刺
激
す
る

藤
本
ゼ
ミ
の
学
び
方

毎
回
の
授
業
内
容
を
も
と
に
、
個
々
の
学
生

が
深
掘
り
し
た
い
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
。
生

成
A
Iを
上
手
に
活
用
し
な
が
ら
、
研
究
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
必
要
な
調
査
・
分
析
方
法

を
学
び
ま
す
。

会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
入
門
や
経
営
財
務
論
な
ど
、私
が
担
当
す
る
講
義
が
取
り
扱
う“
お
金
”の
話
は
芸
術

文
化
や
観
光
に
携
わ
る
中
で
は
ど
うし
て
も
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。授
業
で
は
そ
うし
た
分
野
に
も
関
心
を
向

け
な
が
ら
、社
会
の
あ
ら
ゆ
る
物
事
に
対
す
る
見
方
を
柔
軟
に
広
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。自
由
な
発
想
で

学
び
と
行
動
を
楽
し
み
、み
な
さ
ん
に
と
っ
て
将
来
の
資
産
と
な
る
よ
う
な
経
験
を
積
み
重
ね
ま
し
ょう
。

会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
入
門
、グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
入
門
、
経
営
財
務
論
、

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
習

主
な
担
当
科
目

社
会
の
物
事
に
対
す
る
見
方
を
広
げ
て
ほ
し
い

金 融 、 リ ー ダ ー シ ッ プ 論

小 畑 克 典 准 教 授
小
畑
ゼ
ミ
の
学
び
方

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、学
生
が
追
究
し
た
い
課
題
・
問
題
を
設
定
。そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
立
場
に
こ
だ
わ

ら
ず
自
由
に
議
論
す
る
「
頭
の
柔
軟
体
操
」
の
場
を
め
ざ
し
ま
す
。

現
代
演
劇
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、オ
ペ
ラ
な
ど
の
実
務
で
培
っ
た
舞
台
美
術
の
手
法
は
も
ち
ろ
ん
、観
光
分
野

に
も
生
き
る
空
間
や
環
境
の
読
み
解
き
方
と
そ
の
活
用
法
・
実
践
法
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
発
表
の
場
も
数
多
く
設
け
て
い
ま
す
の
で
、一
緒
に
面
白
い
も
の
を
つ
く
り

あ
げ
ま
し
ょ
う
。あ
な
た
の
興
味
の
深
掘
り
を
歓
迎
し
ま
す
!

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
演
習
、
舞
台
芸
術
実
習
A～
D
、
舞
台
芸
術
基
礎
実
習
、

舞
台
芸
術
実
践
論
、
空
間
デ
ザ
イ
ン
入
門
、
舞
台
美
術
論

主
な
担
当
科
目

舞
台
の
上
も
周
辺
環
境
も
芸
術
の
場
に
な
る

杉
山
ゼ
ミ
の
学
び
方

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
現
場
で
の
実
習
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
糸
口
を
探
り
ま
す
。

地
域
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
ス
ケ
ッ
チ
の
手
法
を
活
用
し
、
対
話
や
調
査
の
内
容
を
可
視
化
す
る

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
も
挑
み
ま
す
。

舞 台 芸 術 ・ 舞 台 美 術

杉 山 至 准 教 授

2
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日
常
的
に
養
え
る
国
際
的
な
視
野

地
域
で
生
み
出
さ
れ
た
芸
術
文
化
と
観
光
の
価
値
を
世
界
に
発
信
で
き
る
よ
う
、本
学
で
は「
国
際
社
会
で
通
じ
る
専
門
職
業
人
の
養
成
」に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

多
彩
な
授
業
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、キ
ャ
ン
パ
ス
に
い
な
が
ら
国
際
的
な
視
野
と
感
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

世
界
へ
の
理
解
を
深
め
る

世
界
の
芸
術
や
観
光
の
魅
力
を
探
る
に
は
、そ
の
国
そ
の
も
の
へ
の
理
解
が
必

要
で
す
。ど
の
よ
う
な
歴
史
や
環
境
に
よ
っ
て
理
論
が
生
ま
れ
た
の
か
、ど
の
よ
う

な
政
策
が
文
化
を
成
長
さ
せ
た
の
か
…
な
ど
、本
学
で
は
幅
広
い
授
業
か
ら
そ
の

理
論
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。ま
た
、磨
い
た
視
野
や
知
識
を
国
際
的
な
活
躍
に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
の
能
力
も
育
み
ま
す
。

「
世
界
の
文
化
政
策
」、
「
世
界
を
知
る
A・
B
」、

「
国
際
環
境
論
」、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
入
門
」な
ど

【
授
業
科
目
例
】

世
界
へ
の
発
信
力
を
磨
く

世
界
へ
の
発
信
に
不
可
欠
な
語
学
力
を
育
む
た
め
、1
年
次
に
は
必
修
の「
英
語
」で
4
技
能
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
養
成
。「
中
国
語
」や
「
韓
国
語
」も
選
択
科
目
に
設
置
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、舞
台

芸
術
に
特
化
し
た
用
語
が
学
べ
る「
ア
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
英
語
」や
観
光
や
経
営
に
特
化
し
た

「
観
光
・ビ
ジ
ネ
ス
英
語
」な
ど
で
、目
標
に
応
じ
た
語
学
力
も
養
え
ま
す
。

「
英
語
」（
必
修
／
1年
次
 週
4
時
間
、2
年
次
 週
4時
間
）、「
中
国
語
」（
選
択
）、

「
韓
国
語
」（
選
択
）、「
観
光
・ビ
ジ
ネ
ス
英
語
」、「
ア
ート
キ
ャ
リ
ア
英
語
」な
ど

【
授
業
科
目
例
】

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
養
う
充
実
の
留
学
・
研
修
制
度

国
際
交
流

こ
こ
ま
で
本
格
的
に
語
学
を
学
べ
る
な
ん
て
正
直
ビ
ッ
ク
リ
。海
外
の
学
生
と
の
交
流
を
通
じ
て
、考
え
方
の
違
い
に
気
づ
け
た
の
も

私
の
大
き
な
成
長
で
す
。将
来
は
海
外
で
働
き
た
い
の
で
、こ
の
経
験
を
生
か
し
た
い
で
す
。

在
学
生
の
声

積
極
的
な
交
流
か
ら
深
ま
る
地
域
と
の
絆

地
域
連
携
・
社
会
貢
献

各
プ
ロ
ジ
ェ
クト
に
お
い
て
、教
員
の
ア
シ
ス
タ
ント
とし
て
活
動
す
る「
地
域
連
携
ス
テ
ュ
ー
デ
ント
 ア
シ
ス
タ
ント
（
S
A
）制
度
」。

地
域
住
民
と
語
り
合
い
、リ
ア
ル
な
地
域
課
題
と
向
き
合
い
、そ
の
解
決
を
模
索
し
形
に
し
て
い
く
。貴
重
な
経
験
が
で
き
る
う
え
に
、

活
動
実
績
を
大
学
が
正
式
に
証
明
す
る
の
で
、就
職
活
動
な
ど
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

●
 「
地
域
連
携
ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ト
 ア
シ
ス
タ
ン
ト（
SA
）制
度
」 
●

本
学
が
持
つ「
芸
術
文
化
」「
観
光
」「
経
営
」の
研
究
シ
ー
ズ
を
生
か
し
、地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
連
携
事
業
の
拠
点
で
す
。2
0
2
5
年
度
は
3
4

件
、開
学
か
ら
の
5
年
間
で
約
1
5
0
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
クト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。但
馬
地
域
を
中
心
に
自
治
体
や
地
元
団
体
、企
業
等
と
連
携
し
、但
馬
か
ら

全
国
へ
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
地
域
活
性
化
や
地
域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。

地
域
社
会
へ
の
貢
献
と
実
践
的
な
学
び

学
生
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
、地
域
課
題
に
直
接
触
れ
る
実
践
的
な
経
験
を
積
み
ま
す
。解
決
の
プ
ロ
セ
ス
を
間

近
で
体
感
し
な
が
ら
、自
ら
の
手
で
地
域
を
元
気
に
す
る
喜
び
を
実
感
。こ
の
現
場
で
の
学
び
が
、社
会
を
支
え
、自
ら
切
り
拓
く
確
か
な
力

へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

In
st
ag
ra
m
は

こ
ち
ら
か
ら

地
域
リ
サ
ー
チ
＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
［
通
称
：
R
IC
（
リ
ッ
ク
）］

●
 過
去
の
活
動
の
一
例
 ●

大
阪
・
関
西
万
博
会
場
内
で
開
催
さ
れ
た「
ひ
ょ
う
ご
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ビ
リ
オ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
20
25
」に
お
い
て
、但
馬
地
域
の
観
光
を
P
Rす
る
ス
テ
ー
ジ
を
公
演
。学

生
た
ち
は「
芸
術
文
化
」×
「
観
光
」の
学
び
で
培
っ
た
力
を
発
揮
し
、万
博
の
舞
台
で

見
事
に
兵
庫
県
の
要
請
に
応
え
ま
し
た
。

ひ
ょ
う
ご
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ビ
リ
オ
ン

兵
庫
県

但
馬
が
生
ん
だ
冒
険
家
・
植
村
直
己
氏
の
没
後
4
0
年
記
念
事
業
と
し
て
、彼
の
偉

業
を
振
り
返
り
、そ
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
次
代
へ
受
け
継
ぐ
演
劇
創
作
・
上
演
を
実
施
。資

料
の
収
集
や
台
本
づ
く
り
な
ど
を
経
て
、学
内
や
植
村
氏
の
母
校
の
小
学
校
で
も
上

演
し
、植
村
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
伝
え
ま
し
た
。

星
の
ク
ラ
イ
マ
ー
～
植
村
直
己

小
規
模
特
認
校
で
あ
る
八
代
小
学
校
を
舞
台
に
、児

童
そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
を
発
揮
し
な
が
ら
表
現
の
楽
し
さ

を
学
べ
る「
創
作
」の
授
業
を
年
1
0
回
実
施
。活
発
な

異
学
年
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

八
代
小
学
校
連
携
事
業

20
25
年
で
4年
目
を
迎
え
る
朝
来
市
役
所
か
ら
の
委
託
事

業
。「
あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館
」主
催
の
ハ
ロ
ウ
ィン
イ
ベ
ン

ト
で
、一
部
空
間
デ
ザ
イ
ン
、演
出（
オ
ブ
ジ
ェ
設
営
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
）を
担
当
。会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
まし
た
。

「
風
と
光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」支
援
事
業

地
域
の
活
性
化
と
健
康
づ
く
り
を
目
的
に
、全
3コ
ー
ス

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操

の
考
案
や
当
日
の
ガ
イド
ま
で
、学
生
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

い
ぐ
み
ウ
ォ
ー
ク

豊
岡
市

朝
来
市

新
温
泉
町

学
生
メ
ッ
セ
ー
ジ

1
年
次
に
ハ
ワ
イ
へ
の
海
外
語
学
研
修
に
参
加
し
、異
文
化
の
中
で
新
た
な
世
界

観
が
広
が
る
面
白
さ
を
実
感
。入
学
時
か
ら
抱
い
て
い
た
留
学
へ
の
意
欲
が
さ
ら
に

深
ま
り
、2
年
次
に
は
台
湾
の
海
外
実
習
に
も
挑
み
ま
し
た
。現
地
で
は
ホ
テ
ル
の
業

務
を
通
じ
て
、日
本
と
異
な
る
文
化
や
サ
ー
ビ
ス
を
理
解
。そ
の
背
景
を
尊
重
し
、適
応

す
る
姿
勢
を
養
え
た
こ
と
が
、多
く
の
人
と
信
頼
関
係
を
築
く
一
歩
に
な
り
ま
し
た
。

異
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と
が
、信
頼
関
係
の
一
歩
に
な
る

山
添
 理
恵
 さ
ん

観
光
専
攻
 3
年
生

市
立
必
由
館
高
等
学
校

熊
本
県
出
身

海
外
実
習
［
3
週
間
／
2
単
位
］

本
学
教
員
に
よ
る
短
期
の
研
修
制
度
で
2
年
次
以
降
に
開
講
。第
２
ク
ォ
ー
タ
ー

に
ド
イ
ツ（
芸
術
文
化
分
野
）、
第
4ク
ォ
ー
タ
ー
に
台
湾（
観
光
分
野
）で
実
習
を

行
い
ま
す
。現
地
の
実
務
や
運
営
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、異
な
る
文
化
や
社
会

を
知
る
こ
と
で
国
際
的
な
視
野
も
養
え
ま
す
。

海
外
語
学
研
修
［
3
～
4
週
間
／
2
単
位
］

1
年
次
か
ら
全
学
生
が
参
加
で
き
る
3
～
4
週
間
の
語
学
研
修
。第
２
ク
ォ
ー
タ
ー

と
第
４
ク
ォ
ー
タ
ー
の
期
間
に
英
語
圏
の
大
学
で
実
施
さ
れ
る
3
～
4
週
間
の
英

語
学
習
コ
ー
ス
に
参
加
し
ま
す
。実
践
的
に
英
語
を
使
う
機
会
を
増
や
し
て
、生
き

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

本
学
と
海
外
の
協
定
大
学
と
の
間
で
、相
互
に
学
生
の
派
遣
と
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。期
間
は
半
年
か
ら
1
年
の
範
囲
内
で
、長
期
に
わ
た
っ
て

海
外
で
学
び
を
深
め
ら
れ
ま
す
。じ
っ
く
り
と
海
外
の
経
験
を
積
み
た
い
と
い
う
人
に
最
適
な
制
度
で
す
。

交
換
留
学
［
半
年
間
～
1
年
間
］

海
外
協
定
大
学

〈
韓
国
〉 
ソ
ウ
ル
芸
術
大
学
校
／
中
央
大
学
校（
演
劇
専
攻
）／
京
畿
大
学
校
 　
〈
ド
イ
ツ
〉 ト
リ
ア
大
学
　
 

〈
台
湾
〉 
嶺
東
科
技
大
学
／
修
平
科
技
大
学
／
建
国
科
技
大
学

地
元
団
体

詳
し
く
は

こ
ち
ら
か
ら

ア
ー
テ
ィ
スト
や
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
国
際
的
な
活
躍
を
め
ざ
す
学

生
の
た
め
に
、新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム「
P
iT（
P
ro
g
ra
m
 f
o
r 

In
te
rc
ul
tu
ra
l 
T
he
at
er
）」
を
導
入
。国
内
外
で
の
多
文
化
交
流

や
実
践
的
な
創
作
活
動
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
か
ら
国
際
的
な

経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。挑
戦
を
後
押
し
す
る
力
強
い
経
済
サ

ポ
ート
も
大
き
な
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。

地
域
と
世
界
を
つ
な
ぐ
劇
場
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム「
P
iT
」

●
 海
外
ツ
ア
ー（
韓
国
な
ど
）、
国
際
共
同
制
作

●
 海
外
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
研
修（
ス
コ
ット
ラ
ンド
、台
湾
な
ど
）

●
 国
際
ア
ート
キ
ャ
ン
プ（
豊
岡
）　

●
 国
内
外
の
ゲ
スト
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
レ
ク
チ
ャ
ー
　
な
ど

プ
ロ
グ
ラ
ム

2
3

2
4
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学
生
寮
で
の
生
活
イ
メ
ー
ジ

1
年
生
の
寮
生
活
は
想
像
以
上
に
刺
激
的
。大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、お
互
い
を
理
解
し
て
い
く
中
で
自
然
に
思
い
や
り
の
心
や
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。ル
ー
ム
メ
イト
と
過
ご
し
た
日
々
は
か
け
が
え
の
な
い
思
い
出
で
す
。

在
学
生
の
声

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
ス
タ
イ
ル
の
学
生
寮
。1
年
次
は
原
則
全

寮
制
な
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
守
り
な
が

ら
緩
や
か
に
日
常
的
な
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、社
会
性

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
自
然
と
磨
か
れ
ま
す
。
管

理
人
室
に
は
ス
タ
ッ
フ
が
2
2時
ま
で
常
駐
。
夜
間
も
隣

接
す
る
学
舎
守
衛
室
に
つ
な
が
る
直
通
電
話
も
設
置
し

て
お
り
安
心
。
入
退
出
は
カ
ー
ド
キ
ー
で
行
う
の
で
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
も
万
全
で
す
。
車
椅
子
用
の
リ
フ
ト
も
あ

り
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
細
や
か
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

居
住
ス
ペ
ー
ス

・
一
部
屋
約
10
㎡

・
4人
ユ
ニ
ッ
ト
の

  シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
ス
タ
イ
ル

寮
費

30
,0
0
0円
／
月

（
光
熱
水
費
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ット
接
続
料
を
含
む
）

別
途
、
布
団
等
レ
ン
タ
ル
料
が
必
要
で
す
。

1年
間
の
寮
生
活
を
経
験
し
た
先
輩
が
一
緒
に
生
活
す
る
ド
ミ
ト
リ
ー
・

チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
慣
れ
な
い
共
同
生
活
で
の
相
談

役
と
し
て
、
新
入
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ド
ミ
ト
リ
ー
・
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度

学
舎
と
実
習
棟
 

本
格
的
な
作
品
も
上
演
可
能
。プ
ロ
仕
様
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
発
表
の
場

本
格
的
な
音
響
・
照
明
装
置
を
有
し
、
収
容
人
数
2
2
0人
を
誇
る
劇
場
や
ス
タ
ジ
オ
を
完
備
。
2室
の
楽

屋
に
加
え
、
大
道
具
・
小
道
具
や
染
物
衣
装
の
制
作
環
境
も
整
っ
て
お
り
、
日
々
の
実
習
の
場
に
も
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

学
術
情
報
館
  

学
生
の
探
求
心
を
刺
激
す
る
情
報
の
宝
庫

最
大
10
万
冊
が
所
蔵
可
能
な
図
書
館
。
芸
術
文
化
や
観
光
に
関
す
る
書
籍
や
電
子
図
書
が
充
実
す
る
ほ

か
、
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
し
て
、
時
に
は
演
じ
る
舞
台
に
も
な
り
ま
す
。
快
適
な
施
設
で
主

体
的
な
学
び
を
支
え
て
い
ま
す
。

C
a
fe
  

心
と
体
を
癒
す
、
学
生
た
ち
の
憩
い
の
場

C
af
eは
、モ
ノト
ー
ン
を
基
調
とし
た
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
。日
替

わ
り
定
食
を
楽
し
み
に
、毎
日
欠
か
さ
ず
通
う
学
生
の
姿
も
。の
ん

び
り
憩
い
の
ひ
と
時
を
過
ご
せ
ま
す
。

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
  

学
生
の
主
体
的
な
学
び
合
い
の
拠
点

日
々
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
活
用
さ
れ
る
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
」
は
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

が
設
置
さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
単
位
で
の
発
表
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
も
対
応
。
自
主
学
習
の
場
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

挑
戦
と
成
長
を
支
え
る
国
内
最
高
レ
ベ
ル
の
先
進
施
設

施
設
・
設
備

穏
や
か
な
時
間
が
流
れ
る
豊
岡
と
、最
新
鋭
の
施
設
が
揃
う
キ
ャ
ン
パ
ス
。そ
の
対
比
が
な
ん
だ
か
不
思
議
で
し
た（
笑
）。
プ
ロ
仕
様
の

機
材
を
使
い
こ
な
し
て
き
た
の
で
、自
信
を
持
っ
て
社
会
に
出
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

在
学
生
の
声

“協
働
す
る
力
”を
育
む
1年
生
の
寮
生
活

学
生
寮

学
生
寮

寮
を
出
れ
ば
大
学
は
も
う
目
の
前

通
学
は
本
当
に
ラ
ク
ラ
ク
！

映
画
鑑
賞
や
ダ
ン
ス
練
習
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

用
途
で
活
用
。
寮
生
た
ち
の“
居
場
所
”

通
学

交
流
室

個
室
エ
リ
ア

1年
次
の
寮
生
活
で
良
か
っ
た
の
は
、同
じ
建
物
に
住
む
人
が

み
ん
な
顔
見
知
り
と
い
う
安
心
感
。何
か
に
困
っ
て
も
助
け
を
求

め
ら
れ
る
関
係
性
が
、実
家
を
離
れ
た
不
安
を
取
り
除
い
て
く
れ

ま
し
た
。ル
ー
ム
メ
イト
と
生
活
文
化
の
違
い
を
感
じ
た
時
は
、そ

の
都
度
話
し
合
い
を
重
ね
、互
い
を
理
解
し
な
が
ら
ル
ー
ル
を
決

め
る
こ
と
を
徹
底
。人
と
の
関
わ
り
方
を
学
べ
た
お
か
げ
で
、授

業
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
円
滑
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

人
と
の
関
わ
り
方
を
学
ぶ
毎
日

専
門
的
な
授
業
に
触
れ
て
、

学
び
の
興
味
は
広
が
る
ば
か
り

授
業

洗
濯
機
・
乾
燥
機
は
も
ち
ろ
ん
、

ア
イ
ロ
ン
が
完
備
な
の
も
便
利

ラ
ン
ド
リ
ー
ル
ー
ム

部
屋
の
仲
間
と
談
笑
し
な
が
ら

楽
し
く
食
事
タ
イ
ム

シ
ェ
ア
エ
リ
ア

各
階
に
ス
ペ
ー
ス
を
設
置

思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
せ
る

ベ
ッ
ド
や
机
、ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
、エ
ア
コ
ン
も
完
備
。

新
生
活
が
す
ぐ
に
ス
タ
ー
ト
で
き
る

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

学
生
メ
ッ
セ
ー
ジ

翁
 稀
毬
  さ
ん

1年
生
　

長
野
県
諏
訪
二
葉
高
等
学
校

長
野
県
出
身

2
5

2
6
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一
人
ひ
と
り
の
進
路
を
共
に
見
つ
め
る
キ
ャ
リ
ア
支
援

キ
ャ
リ
ア
支
援

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
職
員
と
ゼ
ミ
担
当
の
先
生
が
、僕
の
や
り
た
い
こ
と
を
理
解
し
た
う
え
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
の
で
、

理
想
的
な
就
職
先
と
出
会
え
ま
し
た
。少
人
数
制
の
有
難
み
を
感
じ
ま
し
た
ね！

在
学
生
の
声

進
路
決
定
に
向
け
て
の
流
れ

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

ゼ
ミ
の
指
導
教
員

学
生

就
職
・
進
路
相
談

連
携
・
情
報
共
有

就
職
・
進
路
相
談

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

キ ャ リ ア 支 援 体 制

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
委
員

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
お
よ
び
業
務
に
係
る
具
体
的
事
項
の
検
討

キ
ャ
ン
パ
ス
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
※

（
１
）キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援（
セ
ミ
ナ
ー
/ガ
イ
ダ
ン
ス
の
企
画
　
等
）

（
２
）求
人
情
報
の
整
理
/情
報
提
供
、連
絡
調
整
　

（
３
）就
職
/進
路
相
談
、就
職
試
験
対
策
指
導
　
等

※
国
家
資
格
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
保
有

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

卒
業

卒
業
生
の
主
な
進
路

社 会 人 と し て の マ ナ ー を 心 得 る

就 活 準 備 セ ミ ナ ー ／ 就 活 ス タ ー ト ア ッ プ 講 座 ／ マ ナ ー 講 座 ／ S P I 講 座 ／

エ ン ト リ ー シ ー ト 対 策 講 座 ／ 業 界 研 究 対 策 講 座 ／

企 業 研 究 対 策 講 座 （ 芸 術 文 化 編 ）（ 公 務 員 編 ）（ 一 般 企 業 編 ）

主
な

キ
ャ
リ
ア

セ
ミ
ナ
ー

業 界 や 業 種 に つ い て 理 解 す る

組 織 や 社 会 の 仕 組 み を 知 る
自 分 の 未 来 を 考 え る

イ ン タ ー ン シ ッ プ に 参 加 す る

志 望 進 路 と 志 望 動 機 を 固 め る

情 報 収 集 や 説 明 会 に 参 加 す る

エ ン ト リ ー シ ー ト ・ 履 歴 書 ・ 願 書 を 書 く

面 接 対 策 や 試 験 勉 強 を す る

選 考 ・ 内 々 定

ガ
イ
ダ
ン
ス
や

講
座
が
中
心
。

で
も
授
業
で
の
学
び
も

大
切
！！

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
や

ゼ
ミ
の
指
導
教
員
の

助
言
が
重
要
！

最
後
は
…

や
っ
ぱ
り
…

自
分
の
努
力
が

不
可
欠
！！

国
立
大
学
法
人
東
京
藝
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科
、秋
田
公
立
美
術
大
学
大
学
院
、上
智
大
学
大
学
院
、早
稲
田
大
学
芸
術
学
校
、

国
立
大
学
法
人
和
歌
山
大
学
大
学
院
観
光
学
研
究
科
、株
式
会
社
劇
団
東
俳
、松
竹
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ント
俳
優
ス
ク
ー
ル

進
学
実
績

日
本
航
空
株
式
会
社
、A
N
Aエ
ア
ポ
ート
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
、日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー

株
式
会
社
、西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、株
式
会
社
近
鉄
Ｈ
Ｒ
パ
ート
ナ
ー
ズ
、株
式

会
社
高
知
新
聞
社
、株
式
会
社
ハ
イ
フ
ァ
イ
ブ
、冨
士
発
條
株
式
会
社
、自
営
業（
俳
優
）

●
そ
の
他

但
馬
信
用
金
庫
、株
式
会
社
但
馬
銀
行

●
金
融
業

北
海
道
、豊
岡
市（
兵
庫
県
）、
河
内
長
野
市（
大
阪
府
）、
長
岡
京
市（
京
都
府
）、
行
田
市

（
埼
玉
県
）

●
公
務
員

●
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
・
娯
楽
業

株
式
会
社
JT
B、
株
式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ンド
、ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
株
式
会
社
、合
同
会
社
ユ
ー・

エ
ス・
ジ
ェ
イ
、株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ント
（
ジ
ャ
ン
グ
リ
ア
沖
縄
）、
株
式
会
社
パ
ソ
ナ

H
R
 H
U
B
、日
本
テ
ー
マ
パ
ー
ク
開
発
株
式
会
社
、四
季
株
式
会
社（
劇
団
四
季
）、
株
式
会
社

宝
塚
舞
台
、公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
、兵
庫
県
立
尼
崎
青
少
年
創
造
劇
場
、

公
益
財
団
法
人
京
都
市
芸
術
文
化
協
会
、公
益
財
団
法
人
河
内
長
野
市
文
化
振
興
財
団
、

公
益
財
団
法
人
東
京
都
歴
史
文
化
財
団
、公
益
財
団
法
人
横
浜
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
、

公
益
財
団
法
人
キ
ラ
リ
財
団
、公
益
財
団
法
人
愛
知
県
文
化
振
興
事
業
団
、公
益
財
団
法
人

静
岡
県
舞
台
芸
術
セ
ン
タ
ー
、公
益
財
団
法
人
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
、公
益
財
団

法
人
高
松
市
文
化
芸
術
財
団
、公
益
財
団
法
人
丸
亀
市
福
祉
事
業
団
、一
般
社
団
法
人
豊
岡

観
光
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

就
職
実
績

演
劇
を
は
じ
め
幅
広
い
芸
術
分
野
に
触
れ
た
私
の

大
学
生
活
。中
で
も
座
学
と
実
習
の
両
面
か
ら
、

文
化
政
策
や
ア
ート
マ
ネ
ジ
メ
ント
を
深
く
理
解
で

き
た
経
験
は
、「
地
域
と
文
化
活
動
を
つ
な
ぎ
た
い
」

と
い
う
明
確
な
目
標
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。ま
た
、

制
作
分
野
の
チ
ー
フ
を
担
当
し
た
自
主
公
演
を
通
じ
、

自
ら
先
頭
に
立
て
る
行
動
力
を
磨
け
た
こ
と
も
大

き
な
自
信
に
。こ
の
経
験
を
劇
場
職
員
と
し
て
働
く

今
後
に
生
か
し
、人
々
の
毎
日
を
楽
し
く
で
き
る
よ
う

な
企
画
を
考
え
た
い
で
す
。

幅
広
く
専
門
的
な
学
び
の
中
で
、

将
来
の
明
確
な
目
標
を
発
見

半
田
  い
ぶ
き
さ
ん

芸
術
文
化
専
攻
 4
年
生
　

群
馬
県
出
身

内
定
先
：

公
益
財
団
法
人
キ
ラ
リ
財
団

大
学
で
は
1年
次
か
ら
サ
ー
ク
ル
や
創
作
活
動
な
ど

好
き
な
こ
と
に
没
頭
。夢
中
で
頑
張
っ
た
と
言
え
る

毎
日
が
、就
職
活
動
で
も
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ント
に
な
り

ま
し
た
。私
に
と
っ
て
進
路
選
択
に
役
立
っ
た
の
が
、

臨
地
実
務
実
習
を
は
じ
め
と
す
る
但
馬
地
域
で
の

濃
密
な
現
場
体
験
。職
業
観
や
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン

力
が
磨
か
れ
た
だ
け
で
な
く
、地
方
に
根
ざ
す
や
り
が

い
を
実
感
で
き
まし
た
。就
職
先
で
あ
る
北
海
道
庁
で

も
多
く
の
関
わ
り
を
力
に
変
え
て
、日
々
、成
長
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

但
馬
で
重
ね
た
現
場
体
験
が
、

公
務
員
と
い
う
夢
に
つ
な
が
っ
た

加
藤
 優
芽
さ
ん

芸
術
文
化
専
攻
 4
年
生

北
海
道
出
身

内
定
先
：

北
海
道
庁

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
実
習
を
き
っ
か
け
に
、テ
ー
マ
パ
ー
ク

業
界
を
志
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
、「
芸
術
文
化
×
観

光
」と
い
う
学
び
の
す
べ
て
が
夢
に
つ
な
が
る
も
の
で

し
た
。ク
リ
エ
イ
テ
ィブ
を
ど
う
観
光
に
結
び
つ
け
て
、

ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て
い
く
か
？
そ
の
手
法
を
理
論
と
実

践
か
ら
学
べ
た
毎
日
は
刺
激
的
で
、地
域
と
の
関
わ

り
の
中
で
得
た
経
験
は
就
職
活
動
で
も
大
き
な
強

み
と
な
り
まし
た
。 
就
職
先
で
の
目
標
は
季
節
限
定

イ
ベ
ント
の
宣
伝
・
P
R
戦
略
に
携
わ
る
こ
と
。お
客

様
の
記
憶
に
残
る
感
動
を
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
芸
術
文
化
×
観
光
」の
学
び
が
、

テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
働
く
夢
に
直
結

伊
井
 楓
侑
花
さ
ん

観
光
専
攻
 4
年
生

兵
庫
県
出
身

内
定
先
：

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
株
式
会
社

多
種
多
様
な
就
職
・
進
学
を
実
現

内
定
者
報
告
会
の
様
子

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ート
セ
ン
タ
ー
の
様
子

●
宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス

C
on
ra
d 
N
ag
oy
a合
同
会
社
、京
都
河
原
町
三
条
ホ
テ
ル
合
同
会
社（
ヒ
ル
ト
ン
京
都
）、

リ
ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト
株
式
会
社
、株
式
会
社
M
Eリ
ゾ
ート
播
磨
、株
式
会
社
赤
石
屋
旅
館
、

小
宿
 縁

※
　
　
　
は
臨
地
実
務
実
習
先

内
定
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
2
0
2
6
年
3
月
卒
業
）

2
7

2
8

25



一
般
選
抜
で
個
別
検
査
な
ど
を
実
施
。本
学
の
一
般
選
抜
と
、他
の
国
公
立
大

学
の
前
期
試
験
・
中
期
試
験
・
後
期
試
験
は
、併
願
で
の
受
験
が
可
能
で
す
。

①
入
試
の
ポ
イ
ン
ト

※
社
会
人
、
外
国
人
留
学
生
、
帰
国
生
向
け
の
特
別
選
抜
は
実
施
し
ま
せ
ん
が
、
各
入
試
区
分
の
出
願
資
格
に
該
当
す
れ
ば
受
験
は
可
能
で
す
。

学
校
推
薦
型
選
抜

30
人

30
人

20
人

80
人

総
合
型
選
抜

合
計

一
般
選
抜

芸
術
文
化
・
観
光
学
部

芸
術
文
化
・
観
光
学
科

②
入
試
区
分
及
び
募
集
定
員

⑤
入
学
金
、授
業
料

入
学
金

53
5,
80
0
円

28
2,
00
0
円

授
業
料（
年
額
）

こ
の
ほ
か
、特
別
な
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、授
業
料
を
分
割
納
入
又
は
納
入
の
延
期
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

授
業
料
の
減
免
・
分
割
納
入
・
延
納

ア
：
生
活
保
護
法（
昭
和
25
年
法
律
第
14
4号
）第
12
条
に
規
定
す
る
生
活
扶
助
を
受
け
る
者
と
同
一
世
帯
内
に
あ
る
者
。

イ：
経
済
的
理
由
に
よ
り
授
業
料
の
納
付
が
困
難
な
者
。

ウ：
学
資
を
主
とし
て
負
担
し
て
い
る
者
が
天
災
そ
の
他
の
災
害
に
よ
り
授
業
料
の
納
付
が
困
難
な
者
。

※
た
だ
し
、次
の
者
は
減
免
し
ま
せ
ん
。学
業
成
績
、就
学
態
度
が
不
良
な
者
。
/そ
の
他
理
事
長
が
適
当
で
な
い
と
認
め
た
者
。

学
業
成
績
優
秀
で
授
業
料
等
の
納
入
が
困
難
な
者
に
つ
い
て
、申
請
に
も
と
づ
き
選
考
の
う
え
、授
業
料
等
を
減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す（
全
額
免
除
ま
た
は
半
額
免
除
）。
免
除

対
象
者
は
、次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
す
。

⑥
授
業
料
免
除

兵
庫
県
で
は
、国
の
高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度
と

併
せ
て
、要
件
を
満
た
し
た
本
学
の
兵
庫
県
内
在
住
学
生

を
対
象
に
、授
業
料
等
無
償
化
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、本
学
H
Pで
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

⑦
授
業
料
等
無
償
化
制
度

④
募
集
定
員
・
志
願
者
数

募
集
定
員

20
人

71
人

2
0
人

64
人

3.
2
倍

志
願
者
数

3.
6
倍

志
願
倍
率

志
願
倍
率

20
24
年
度

募
集
定
員

志
願
者
数

学
校
推
薦
型
選
抜

20
人

96
人

2
0
人

91
人

4.
6
倍

4.
8
倍

総
合
型
選
抜

35
人

97
人

3
5
人

87
人

2.
5
倍

2.
8
倍

一
般
選
抜

20
25
年
度

（
独
立
行
政
法
人
）

日
本
学
生
支
援
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

奨
学
金
の
制
度（
給
付
型
）

文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

高
等
教
育
の
修
学
支
援
新
制
度

［
他
の
国
公
立
大
学
と
併
願
受
験
が
可
能
な
独
自
日
程
］

兵
庫
県
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た

授
業
料
等
無
償
化
制
度
に
つ
い
て

一
部
の
入
試
を
除
い
て
、面
接
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。受
験
生
の
素
質

や
個
性
を
見
極
め
る
の
と
同
時
に
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
す
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
連
動
さ
せ
た
入
試
と
な
っ
て
い
ま
す
。

［
受
験
生
の
特
質
を
見
る
入
試
］

※
入
試
日
程
等
は
、事
情
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は「
入
試
要
項
」「
募
集
要
項
」を
本
学
H
Pで
公
表
し
ま
す
の
で
随
時
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

③
２０
２
7年
度（
令
和
9年
度
）入
試
日
程

学
校
推
薦
型
選
抜

総
合
型
選
抜

一
般
選
抜

2
0
2
6
年（
令
和
8
年
）

11
月
2日
（
月
）～
11
月
9日
（
月
）

20
26
年（
令
和
8年
）

11
月
22
日（
日
）

20
26
年（
令
和
8年
）

12
月
20
日（
日
）

20
27
年（
令
和
9年
）

2月
14
日（
日
）

20
26
年（
令
和
8年
）

12
月
1日
（
火
）

20
26
年（
令
和
8年
）

12
月
15
日（
火
）

20
26
年（
令
和
8年
）

12
月
25
日（
金
）

20
27
年（
令
和
9年
）

2月
22
日（
月
）

2
0
2
6
年（
令
和
8
年
）

11
月
30
日（
月
）～
12
月
7日
（
月
）

2
0
27
年（
令
和
9年
）

1月
25
日（
月
）～
2月
3日
（
水
）

入
試
区
分

出
願
期
間

試
験
区
分

【
1次
試
験
】

【
2次
試
験
】

個
別
検
査

入
学
考
査
日

合
格
発
表
日

芸
術
文
化
観
光

専
門
職
大
学

芸
術
文
化
観
光

専
門
職
大
学

芸
術
文
化
観
光

専
門
職
大
学

試
験
会
場

書
類
審
査

（
注
）1
  一
般
選
抜
に
つ
い
て
は
、大
学
入
学
共
通
テ
スト
の
受
験
を
課
し
ま
す
。

（
注
）2
  学
校
推
薦
型
に
つ
い
て
は
、志
願
者
数
が
募
集
定
員
の
４
倍
を
超
え
た
場
合
、一
般
選
抜
に
つ
い
て
は
、志
願
者
数
が
募
集
定
員
の
10
倍
を
超
え
た
場
合
に
２
段
階
選
抜
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
注
）3
  総
合
型
の
１
次
試
験
合
格
者
は
、募
集
定
員
の
４
倍
程
度
とし
ま
す
。

都
道
府
県
別
志
願
者
数
・
合
格
者
数
（
20
23
、2
02
4、
20
25
、2
02
6年
度
総
計
）合
格
者
数
 ／
 志
願
者
数

東
 海

岐
阜
静
岡
愛
知
三
重

8 10 11 7

25 28 40 16

／ ／ ／ ／

中
 国

鳥
取
島
根
岡
山
広
島
山
口

8 2 14 16 6

37 15 45 48 15

／ ／ ／ ／ ／

四
 国

徳
島
香
川
愛
媛
高
知

5 5 7 5

21 11 18 14

／ ／ ／ ／

近
 畿

滋
賀
京
都
大
阪
兵
庫
奈
良
和
歌
山

3 20 9 74 3 1
1

15 52 63 24
0

17 19

／ ／ ／ ／ ／ ／

北
陸
・
甲
信
越

新
潟
富
山
石
川
福
井
山
梨
長
野

3 10 11 8 0 8

8 23 2
9
25 1 27

／ ／ ／ ／ ／ ／

東
 北

青
森
岩
手
宮
城
秋
田
山
形
福
島

5 2 4 4 3 6

8 14 13 15 7 9

／ ／ ／ ／ ／ ／

北
海
道

北
海
道
7
44

／

外
国
　
0
1

／

九
州
・
沖
縄

福
岡
佐
賀
長
崎
熊
本
大
分
宮
崎
鹿
児
島

沖
縄

10 3 6 6 8 6

41 8 15 14 12 23

／ ／ ／ ／ ／ ／

13
22

／

3
12

／

関
 東

茨
城
栃
木
群
馬
埼
玉
千
葉
東
京
神
奈
川

4 2 4 1 0 14

9 5 11 9 6 33

／ ／ ／ ／ ／ ／

7
12

／

本
学
は
、法
律
に
基
づ
く
修
学
支
援（
授
業
料
等
減
免
と
給
付
型
奨
学
金
）

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑧
奨
学
金
な
ど

高
等
教
育
の
就
学
支
援
新
制
度

20
26
年
度

募
集
定
員

３
0
人

３
0
人

20
人

78
人

志
願
者
数

93
人

73
人

2.
6
倍

志
願
倍
率

3.
1
倍

3.
7
倍

※
2
0
2
7
年
度
以
降
の
正
式
決
定
は
、県
議
会
の
議
決
を
経
た
後
に
な
り
ま
す
。

受
験
生
の
能
力
を
総
合
的
に
評
価
す
る
入
試

入
試

初
め
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
入
試
ス
タ
イ
ル
で
し
た
が
、対
話
や
活
動
を
総
合
的
に
評
価
し
て
も
ら
え
て
自
信
が
持
て
ま
し
た
。３
つ
の
選
抜

方
式
が
あ
る
の
で
、自
分
に
合
う
試
験
を
選
ぶ
こ
と
が
合
格
の
カ
ギ
に
な
り
ま
す
よ
。

在
学
生
の
声

W
eb
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

3

通
年

夢
ナ
ビ
講
義
動
画
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
H
Pで
通
年
実
施

詳
し
く
は
こ
ち
ら

▲

出
張
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

2

20
26
年
 ７
月
２５
日（
土
）

※
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
日
程
は
事
情
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

東
京

場
所

20
26
年
 ８
月
 ２
日（
日
）

仙
台

場
所

20
26
年
 ８
月
 ８
日（
土
）

福
岡

場
所

本
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

1

20
26
年
 ７
月
１９
日（
日
）

芸
術
文
化
観
光
専
門
職
大
学

場
所

大
学
説
明
、模
擬
講
義
､

進
学
相
談
､施
設
見
学
等

内
容

寮
費

そ
の
他
諸
経
費

選
抜
入
試
合
格
後
、入
学
手
続
き
の
際
に
納
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

前
・
後
期
に
1/
2ず
つ
納
入
し
、前
期
分
は
7月
末
、後
期
分
は
10
月
末
を
納
期
限
とし
ま
す
。

※
1
年
次
全
寮
制

光
熱
水
費
含
め
て
30
,0
00
円
/月
 ※
リ
ネ
ン
交
換
代
が
別
途
必
要

授
業
等
に
使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
を
準
備
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、そ
の
他
諸
経
費（
後
援
会
費
等
）、

実
習
費
用（
交
通
費
、宿
泊
費
等
）、
保
険
加
入
等
、別
途
必
要
な
経
費
が
あ
り
ま
す
。

先
輩
の
合
格
体
験
記
は
こ
ち
ら

▲

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報

本
学
で
は
本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
、出
張
、W
e
b
上
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い
ま
す
。

2
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［問い合わせ先］ 

担当部署 住 所・電話番号 

芸術文化観光専門職大学 

入試担当 

〒６６８－００４４  兵庫県豊岡市山王町７－５２ 

電話：０７９６－３４－８１２５（直通） 
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入学者受け入れについて 

【育成する人材像】 

地域活性化における芸術文化と観光の果たす役割を理解し、両分野の視点を生かし、

芸術文化と観光に関する事業活動を推進することで地域の新たな活力を創出する人材の

育成を目指す。 

【求める学生像】 

本学の建学理念に共感し、芸術文化と観光の視点を生かすことで、新たなビジネスモデル

を形成し、産業の創造を誘発し、大きな波及効果をもたらすなど、地域の活力を創出しよう

とする意欲を有する学生を求める。 

【アドミッション・ポリシー】 

① 高等学校で習得すべき基礎学力を身に付けている人（知識・技能） 

② 専門職大学での学修に必要となる柔軟な思考による創造力、判断力、リーダーシップ、

コミュニケーション能力を身に付けている人（思考力・判断力・表現力） 

③ 芸術文化及び観光に関する専門的知識・技能を身に付けた上、その知見を生かして

新たな価値創造に挑戦し、地域の活性化を図りたいという強い意欲を持っている人（主

体性・協働性） 

④ 多様な価値観に対する理解を深め、自分と異なる価値観や文化的な背景を持った

人々とも交流を促進しようとする強い意欲と、相互に支え合いながら他者と協働して行

動しようとする寛容性を持っている人（主体性・多様性・協働性） 
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入学者受け入れについて 

【入学者選抜の基本方針】 

１．学校推薦型選抜 

出身高等学校長が推薦する者で、人物及び学力ともに優れ、本学の教育内容を理解し、本

学で学ぶ意欲を有する者を対象とした選抜試験を実施する。 

出願書類の内容から、基礎学力や語学力、これまでの活動実績、本学で学ぶ意欲等につい

て評価するとともに、小論文と面接及びグループワークを行う。 

小論文では、主に論理的思考力、理解力、表現力を評価する。面接及びグループワークで

は、主体性、多様性、協働性とともに、思考力、判断力、表現力、コミュニケーション能力を評価

し、併せて基礎学力や語学力等についても評価する。 

 

２．総合型選抜 

本学の教育目的に賛同し、入学後の明確な目的意識と将来の展望を持ち、学ぶ意志の強

い学生で、かつ、卒業後、専門職業人としての活躍、貢献が期待できる者を対象とした選抜試

験を実施する。 

１次試験では、出願書類の内容から、基礎学力や語学力、これまでの活動実績、本学で学

ぶ意欲等について評価する。 

２次試験では、小論文と面接及びグループワークを行う。小論文では、主に論理的思考力、

理解力、表現力を評価する。面接及びグループワークでは、主体性、多様性、協働性とともに、

思考力、判断力、表現力、コミュニケーション能力を評価し、併せて基礎学力や語学力等につ

いても評価する。 

 

３．一般選抜 

幅広く多様な学生を求める観点から、高等学校での学習の達成度を見るとともに、本学での

学修に必要な基礎学力、専門知識を得るための論理的思考力や語学力等を重視した選抜試

験を実施する。 

学力試験として、大学入学共通テストの受験を課し、高等学校までの学習の達成度を見ると

ともに、大学での学修に必要な基礎学力を持っているかを判断する。個別学力検査では、小論

文と集団面接を行う。小論文では、主に論理的思考力、理解力、表現力を評価する。集団面接

では、出願書類の内容も踏まえながら、主体性、多様性、協働性とともに、思考力、判断力、表

現力、コミュニケーション能力を評価し、併せて基礎学力や語学力等についても評価する。 
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【入試区分及び募集定員】 

芸術文化・観光学部 
 

芸術文化・観光学科 

学校推薦型 

選抜 
総合型選抜 一般選抜 合 計 

30人 30人 20人 

5人 

80人 

※ 社会人、外国人留学生、帰国生向けの特別選抜は実施しませんが、各入試区分の出願資格に該当すれば

受験は可能です。 

 

【2027年度(令和９年度)入試日程等】 

入試区分 出願期間 試験区分 入学考査日 試験会場 合格発表日 

学校 

推薦型 

選 抜 

2026年（令和８年） 

 11月２日（月） 
～ 

2026年（令和８年） 

 11月９日（月） 

－ 
2026年（令和８年） 

11月 22日（日） 
芸術文化観光専門職大学 

2026年（令和８年） 

12月１日（火） 

総合型 

選 抜 

2026年（令和８年） 

11月 30日（月） 
～ 

2026年（令和８年） 

12月７日（月） 

【１次試験】 書類審査 － 
2026年（令和８年） 

12月 15日（火） 

【２次試験】 
2026年（令和８年） 

12月 20日（日） 
芸術文化観光専門職大学 

2026年（令和８年） 

12月 25日（金） 

一 般 

選 抜 

2027年（令和９年） 

１月 25日(月） 
～ 

2027年（令和９年） 

２月３日(水) 

個別学力 

検査 

2027年（令和９年） 

２月 14日（日） 
芸術文化観光専門職大学 

2027年（令和９年） 

２月 22日（月） 

 
※ 一般選抜については、大学入学共通テストの受験を課します。科目及び配点等の詳細については、P６を

確認してください。 

※ 本学の一般選抜は、独自の日程で個別学力検査等を実施します。他の国公立大学が実施している「分離

分割方式」による入学試験ではありませんので、本学の一般選抜と他の国公立大学の前期試験、中期試

験、後期試験との併願受験ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※入試日程等は、事情により変更する場合があります。 
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芸術文化・観光学部 学校推薦型選抜 

学科・募集人員 芸術文化・観光学科 30名 

出願期間 2026年（令和８年）11月２日（月） ～ 2026年（令和８年）11月９日（月） 

入学考査日 2026年（令和８年）11月22日（日） 

合格発表日 2026年（令和８年）12月１日（火） 

出願資格 

以下の１～４のすべてに該当すること 

１ 次の各号のうち、いずれかの条件を満たす者 

（１） 高等学校または中等教育学校の後期課程を2025年（令和７年）４月から2027

年（令和９年）３月までに卒業または卒業見込みの者 

（２） 大学入学資格が付与されている専修学校高等課程を2025年（令和７年）４月

から2027年（令和９年）３月までに修了または修了見込みの者で、（１）と同等の

条件を有すると本学が認めた者 

（３） その他上記と同等の条件を有すると本学が認めた者 

※ （２）、（３）に該当する者は事前に本学に相談すること。 

また、（３）に該当する者は本学の入学資格審査により、入学資格認定を受け

ること。 

（詳細は７ページ参照） 

２ １に掲げる学校の長が責任を持って推薦できる者 

３ 合格した場合に、入学することを確約できる者 

※ 他の国公立大学の学校推薦型選抜との併願は認めない。 

４ 調査書の全体の学習成績の状況（評定平均値）が3.8以上である者 

推薦人数に 

関する条件 

１校１名以内 

ただし、兵庫県内の学校のうち、但馬地域に所在する学校は１校３名以内、 

兵庫県内の学校のうち、但馬地域以外に所在する学校は１校２名以内 

※但馬地域とは、豊岡市、養父市、朝来市、香美町、新温泉町を指す。 

選抜方法 

・試験時間 

選抜は試験の結果と学校長の推薦書、出願書類を総合して行う。 

 

試験会場 芸術文化観光専門職大学キャンパス内 

備  考 

・大学入学共通テストは課さない。 

・出願書類（調査書、志望理由書、活動報告書等）は個人面接において活用する。 

・志願者数が募集人員の４倍（120人）を超えた場合に、出願書類（調査書、志望理由

書、活動報告書等）による第１段階選抜を実施することがある。 

        

内 容 試験時間 配 点 

小論文 90分 100 

個人面接 １人15分 100 

グループワーク 65分 100 
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芸術文化・観光学部 総合型選抜 

学科・募集人員 芸術文化・観光学科 30名 

出願期間 2026年（令和８年）11月30日（月） ～ 2026年（令和８年）12月７日(月) 

入学考査日 
【１次試験】 書類審査 

【２次試験】 2026年（令和８年）12月20日（日） 

合格発表日 
【１次試験】 2026年（令和８年）12月15日（火） 

【２次試験】 2026年（令和８年）12月25日（金） 

出願資格 

以下の１～３のいずれかに該当すること 

１ 高等学校または中等教育学校の後期課程を卒業した者及び2027年（令和９年）３月卒業見込みの者 

２ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者及び2027年（令和９年）３月修了見込みの者 

３ 学校教育法施行規則第150条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認められる者及び2027年（令和９年）３月31日までにこれに該当する見込みの者 

【入学資格審査を必要とする場合】 

３のうち、学校教育法施行規則第150条第７号に該当する者（大学において、個別の入学資格

審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、18歳に達した者）は、本学

の入学資格審査により、入学資格認定を受けること。（詳細は７ページ参照） 

【外国人留学生の場合】 

３のうち、外国籍を有する者で、外国において日本の学校教育12年相当の課程を修了した

者（2027年（令和９年）３月31日までに修了見込みの者を含む）またはこれに準ずる者で文部

科学大臣が指定した者及び日本の学校教育12年相当の課程を修了した者として本学が認め

た者については、日本語教育の参照枠において、「B２」以上の成績を修めていること、または

これに相当すると認められる日本語能力を有することを条件とする。 

選抜方法 

・試験時間 

１ １次試験（書類審査） 

出願書類を総合して１次試験の合格者を決定する。 

２ ２次試験 

１次試験の合格者に対して、小論文、個人面接、グループワークを実施する。 

選抜は試験の結果と出願書類を総合して行う。 

 

 

 
 

 

内 容 試験時間 配 点 

小論文 60分 200 

個人面接 １人15分 200 

グループワーク 65分 100 

試験会場 芸術文化観光専門職大学キャンパス内 

備  考 

・大学入学共通テストは課さない。 

・１次試験の合格者数は募集人員の４倍（120人）程度とする。 

・出願書類（調査書、志望理由書、活動報告書等）は１次試験のほか、２次試験の個

人面接においても活用する。 
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芸術文化・観光学部 一般選抜 

学科・募集人員 芸術文化・観光学科 20名 

出願期間 2027年（令和９年）１月25日（月） ～ 2027年（令和９年）２月３日（水） 

入学考査日 2027年（令和９年）２月14日（日） 

合格発表日 

 

2027年（令和９年）2月22日（月） 

出願資格 

以下の１～３のいずれかに該当すること 

１ 高等学校または中等教育学校の後期課程を卒業した者及び2027年（令和９年）３月卒業見込みの者 

２ 通常の課程による12年の学校教育を修了した者及び2027年（令和９年）３月修了見込みの者 

３ 学校教育法施行規則第150条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力がある

と認められる者及び2027年（令和９年）３月31日までにこれに該当する見込みの者 

【入学資格審査を必要とする場合】 

３のうち、学校教育法施行規則第150条第７号に該当する者（大学において、個別の入学資格審

査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、18歳に達した者）は、本学の入

学資格審査により、入学資格認定を受けること。（詳細は７ページ参照） 

共通テスト 

※「国語」の配点は、合計得点200点を100点満点に換算する。 

※「英語」の配点は、リーディングとリスニングの配点比率を4：1とし、合計得点200点を

150点満点に換算する。 

※「地理歴史・公民」について、２科目受験した場合は第１解答科目を合否判定に使

用する。 

また、「地理歴史・公民」「数学」の配点は、合計得点100点を50点満点に換算する。 

教 科 科 目 
科目選択
の方法 

配 点 

国 語 国 語 必須科目 100 

外国語 英語（リスニングを含む） 必須科目 150 

地理歴史 

・公民 

「 地 理 総 合 , 地 理 探 究 」、 「 歴 史 総 合 , 日 本 史 探 究 」、  

「 歴 史 総 合 , 世 界 史 探 究 」、  

「 公 共 , 倫 理 」 、「 公 共 , 政 治 ・ 経 済 」 

７科目の内

から１科目

選択 

50 

数 学 ①「数学Ⅰ、数学A」、②「数学Ⅱ、数学B、数学C」 

個

別

学

力

検

査 

選抜方法 

・試験時間 

選抜は共通テストの結果、小論文、集団面接、出願書類を総合して行う。 
 

内 容 試験時間 配 点 

小 論 文 90分 200 

集団面接 60分 100 

内容 
・範囲等 

・小 論 文  社会全体に関する関心や知識・教養を問う。 

・集団面接  最大９人で実施する。 

試験会場 芸術文化観光専門職大学キャンパス内 

備  考 

・志願者数が募集人員の10倍（200人）を超えた場合に、２段階選抜を実施することがある。 

・出願書類（調査書、志望理由書等）は集団面接時に活用する。 

・欠員が生じた場合は、追加合格により補充することがある。 

34



    

 

- 7 - 

 

【入学資格審査について】 

学校教育法施行規則第 150 条第７号に該当する者（大学において、個別の入学資格審査により、高等

学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、18 歳に達した者）として、本学への出願を希望

する場合は、事前に本学の入学資格審査を受け、入学資格を認定される必要があります。 

入学資格審査を受けるための手続き方法などの詳細については、入学資格審査要項を本学のホーム

ページにて公表します。 
 

【障害のある入学志願者について】 

障害のある入学志願者に対しては、受験及び修学上の特別な配慮を行うことがあります。 

配慮を必要とする者は、各入試区分の学生募集要項の定める期日までに申し出てください。 
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